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新 岡 垣 風 土 記  

第
2
話

六
・
三
制
と
中
学
校
建
設
 

編
集
 

後
記
 

　ジメジメした天気が続いていますが、みなさんどうお過ご
しでしょうか。このジメジメ感を味わったら、もうすぐ夏や
な～なんて考えてしまいます。 
　去年まで学生だった私。今年から夏休みがないと思うと、
少し寂しく感じます。（社会人としての自覚が足りないと反省）
その分広報活動に精をだして、今までにない、思い出に残る
スパイシーな夏にしていきたいと思います。 
　8月になると花火大会や魚つかみ大会などのイベントが開
催されます。広報担当はそういったイベントのときこそ、集
中して取材に挑まなくてはなりません。がんばります！広報
作成、取材、休みの日は遊び、そして思い出づくり、今年の夏
は忙しくなりそうです。　　　　　　　　　　　　 　(竹森) 
 

　最近のスポーツニュースでは国内のことより、メジャーリ
ーグでのイチロー選手や松井選手の活躍が大きく取り上げ
られています。その中で私が好きなメジャーリーガーは、野
茂英雄選手です。彼が、一度目にノーヒットノーランを記録
したその瞬間に見せた小さなガッツポーズ。その控えめにア
ピールする姿に私は「かっこいい」と感じました。 
　彼はいつでも重圧に負けることなく自らの仕事をこなし
ます。その行動力と図太さ、大胆さにはいつも驚かされます。
今年メジャー通算１００勝を達成しました。これからも、私
の中の英雄であってほしいと思います。 
　「なれるとかなれないとか、考えていたって一歩も前には
進めません。やるかやらないか、それしかないのですから。」
野茂選手の手記にある言葉です。　　　　　　　　　　（村上） 

戦
後
の
村
政
よ
り
 

ひ 
動 

と き 
の 

（６月末） 

人口……31,192人（－9） 

世帯数…11,158世帯（＋10） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち133人は外国人 

女性…………　　16,433人（－７） 

男性…………　　14,759人（－２） 

 

 

出生…15人　　    死亡…24人 

転入…85人　　    転出…85人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　６月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

5月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

5月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 80件 
搬送人員　 77件 

出火件数　１件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち46世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

10 23 7371

0 0 00

1 1 96

15 22 8288

　
わ
が
国
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
基
づ
き

軍
国
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
た
教
育
を
大

き
く
改
め
昭
和
22
年（
1
9
4
7
年
）に
教

育
基
本
法
を
制
定
し
た
。
義
務
教
育
は
小

中
学
校
9
年
間
と
し
男
女
共
学
制
と
な
っ

た
。
 

　
当
時
、
国
内
は
復
員
軍
人
や
戦
災
者
引

揚
者
な
ど
が
あ
ふ
れ
家
も
職
も
食
べ
る
物

も
な
い
有
様
で「
り
ん
ご
の
歌
」が
敗
戦
の

す
さ
ん
だ
心
に
明
る
さ
を
呼
び
起
こ
し
て

い
た
。
そ
ん
な
中
で
戦
後
2
年
目
の
新
学

期
を
控
え
全
国
一
斉
に
六
三
制
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
 

　
岡
垣
中
学
校
誕
生
と
は
い
え
教
室
も
イ

ス
も
机
も
な
く
す
べ
て
小
学
校
の
借
物
で

岡
垣
で
は
吉
木
、
山
田
、
内
浦
の
各
小
学

校
に
分
校
を
置
き
最
初
四
百
五
十
一
名
の

生
徒
で
開
校
し
た
。
 

　
岡
垣
村
で
は
、
学
校
建
築
に
村
の
積
立

金
、
村
有
林
を
処
分
し
千
三
百
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
不
足
の
五
百
万
円
は
寄
付

金
を
募
り
用
地
買
収
、
整
地
事
業
校
舎
建

築
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
 

　
校
舎
は
、
野
間
の
現
在
地
に
長
崎
か
ら

旧
海
軍
の
兵
舎
を
運
ん
で
建
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。
 

　
整
地
事
業
は
、
部
落
の
動
員
に
よ
る
奉

仕
作
業
で
進
め
ら
れ
た
。
藪
を
払
い
赤
土

を
削
り
も
っ
こ
で
運
ぶ
作
業
が
連
日
の
よ

う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
 

　
生
徒
も
、
冬
の
源
十
郎
川
に
素
足
で
入

り
石
を
運
び
上
げ
ま
た
冷
た
い
風
の
な
か

校
舎
に
瓦
を
上
げ
る
な
ど
懸
命
に
頑
張
っ

た
。
そ
の
事
は
今
も
語
り
ぐ
さ
に
な
っ
て

い
る
。
 

　
こ
う
し
て
、
延
べ
一
万
人
の
村
民
と
牛

馬
三
百
六
十
台
、
途
中
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
が
投
入
さ
れ
て
校
地
事
業
は
行
わ
れ
た
。
 

　
木
造
校
舎
竣
工
は
、
23
年
2
月
で
翌
年
、

増
築
が
な
さ
れ
分
校
は
吉
木
だ
け
に
な
っ

た
。
 

　
木
造
の
頃
、
村
は
教
室
の
ガ
ラ
ス
を
入

れ
る
の
に
ト
ラ
ッ
ク
3
台
分
の
芋
を
出
し

て
も
ら
っ
た
り
米
を
博
多
に
持
っ
て
い
っ

て
セ
メ
ン
ト
や
釘
を
手
に
入
れ
た
と
い
う

苦
労
話
も
残
っ
て
い
る
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
24
年
校
舎
建
築
を
め
ぐ
る

不
正
が
発
覚
し
、
青
年
同
志
会
主
催
の
村

民
大
会
で
、
リ
コ
ー
ル
が
決
定
さ
れ
、
村

長
、
村
議
数
名
が
辞
職
し
た
。
 

　
当
時
、
全
国
三
千
近
く
の
町
村
で
首
長

の
辞
任
劇
が
あ
り
「
教
室
と
供
出
は
村
長

の
命
取
り
」と
言
わ
れ
た
。
 

　
25
年
9
月
、
分

校
を
解
消
し
て
講

堂
、
玄
関
、
特
別

教
室
を
備
え
た
モ

ル
タ
ル
式
校
舎
と

運
動
場
二
千
坪
総

工
費
二
千
四
百
万

円
の
本
格
的
校
舎

建
築
が
始
め
ら
れ

た
。
 

　
そ
の
月
の
内

に
、
村
報
特
別
号

「
待
望
の
岡
中
校

舎
建
築
開
始
！
」

の
見
出
し
で
計
画
の
概
要
と
寄
付
促
進
の

お
願
い
を
し
街
頭
録
音
の
コ
ラ
ム
に
、
生

徒「
う
れ
し
い
早
く
建
て
て
く
だ
さ
い
」父

兄
「
あ
り
が
た
い
、
う
ち
の
子
も
本
校
で

勉
強
出
来
ま
す
ね
」
村
民
「
前
回
の
轍
を

ふ
む
な
」
「
校
舎
の
建
築
と
共
に
教
育
の

振
興
を
」な
ど
、
声
を
載
せ
て
い
る
。
 

　
村
の
建
設
後
援
会
で
総
額
三
百
七
十
一

万
四
千
五
百
十
円
の
寄
付
金
が
各
村
ご
と

に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
至
急
納
入

の
お
願
い
や
完
納
部
落
名
が
村
報
に
掲
載

さ
れ
た
。
 

　
モ
ル
タ
ル
校
舎
竣
工
は
、
26
年
5
月
で

「
講
堂
が
で
き
た
と
き
役
場
で
餅
を
二
俵

つ
き
生
徒
た
ち
に
舞
台
か
ら
餅
ま
き
を
し

た
。」と
二
代
目
の
岡
中
同
窓
会
長
で
あ
っ

た
刀
根
重
弘
さ
ん
は
当
時
の
こ
と
を
話
さ

れ
た
。
 

　
27
年
10
月
、
一
周
二
百
五
十
�
の
ト
ラ

ッ
ク
を
持
つ
運
動
場
が
完
工
し
11
月
8
日
、

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
5
年
の
歳
月

を
掛
け
た
岡
垣
中
学
校
建
設
工
事
の
落
成

祝
い
と
村
民
運
動
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ

ス
タ
ン
ド
は
湧
い
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
き
　
た
く
じ
 

 

　
人
と
自
然
の
共
生
を
将
来
像
と
す
る
岡
垣
町
環
境
ビ
ジ

ョ
ン
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
海
や
川
を
体
験
す

る
教
室
を
開
き
ま
し
た
。 

　
海
老
津
小
の
６
年
生
は
、
三
里
松
原
の
歴
史
や
役
割
を

学
ん
だ
後
、
吉
木
浜
の
ご
み
を
拾
い
、
海
老
津
小
と
吉
木

小
の
４
年
生
が
、
矢
矧
川
や
乳
垂
川
に
生
息
す
る
生
物
の

観
察
を
通
し
て
、
水
質
や
環
境
を
調
べ
る
学
習
を
し
ま
し
た
。

環
境
省
・
国
土
交
通
省
に
よ
る
水
質
分
類
で
は
、
ど
ち
ら

の
川
も
少
し
き
た
な
い
水
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
・
ス
ジ
エ
ビ
・
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
が
比
較
的

多
く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
吉
木
小
の
松
田
あ
や

な
さ
ん
は
、｢

乳
垂
川
に
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
生
き
物
が

い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。｣

と
感
想
文
に
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
普
段
は
黒
板
と
に
ら
め
っ
こ
で
勉
強
し
て
い
る
生
徒
た
ち
。

自
然
を
肌
で
感
じ
、
楽
し
く
、
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。 

アメンボみ
～
っけ！！

アメンボみ
～
っけ！！

自

然

体

験

学

習 
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合

併
協
議
会
（
以
下
「
４
町
合
併
協
議
会
」
と
称

し
ま
す
。）が
、
７
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
７

月
11
日
に
第
１
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
今
回
は
、 

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に

　
　
　
関
す
る
取
り
組
み
・
協
議
会
設
立
の

　
　
　
経
過 

　
　
　
４
町
合
併
協
議
会
の
目
的
・
組
織
体

　
　
　
制
な
ど 

　
　
　
第
１
回
協
議
会
の
審
議
結
果 

　
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

     

　
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に
関
す
る
取
り
組
み

は
、
昭
和
63
年
10
月
に
各
町
町
議
会
議
員
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
遠
賀
郡
の
将
来
を
考
え

る
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
時
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
以
後
20
年
以
上
に
及
ぶ
年
月
に

わ
た
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
項
を
表
―

１
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
４
町
合
併
協
議
会
の
目
的
・
組
織
体
制
な

ど
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

  

　
　
合
併
の
可
否
も
含
め
た
４
町
の
合
併
に

　
関
す
る
協
議
、
４
町
の
合
併
に
伴
う
新
市

　
建
設
計
画
の
作
成
、
各
種
事
務
事
業
の
取

　
扱
の
差
異
の
調
整
な
ど
、
具
体
的
な
検
討

　
を
行
い
ま
す
。 

  

　
　
地
方
自
治
法
お
よ
び
市
町
村
の
合
併
の

　
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
設
置
す
る

　
法
定
の
協
議
会
で
す
。 

　
　
平
成
11
年
か
ら
設
置
し
て
い
た
遠
賀
郡

　
４
町
合
併
任
意
協
議
会
は
、
名
前
の
と
お

　
り
任
意
の
協
議
会
で
あ
っ
た
た
め
、
将
来

　
構
想
の
作
成
を
行
い
、
協
議
項
目
に
つ
い

　
て
は
先
送
り
も
可
能
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

　
こ
の
法
定
の
協
議
会
は
各
種
項
目
に
つ
い

　
て
方
針
の
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
合
併

　
の
可
否
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

　
　
具
体
的
な
検
討
事
項
と
し
て
は
次
の
よ

　
う
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

①
　
市
町
村
建
設
計
画
の
策
定 

　
以
下
の
項
目
に
よ
る
市
町
村
建
設
計
画
を

策
定
し
ま
す
。 

□
合
併
市
町
村
の
建
設
の
基
本
方
針 

□
合
併
市
町
村
ま
た
は
合
併
市
町
村
を
包
括

　
す
る
都
道
府
県
が
実
施
す
る
、
合
併
市
町

　
村
の
建
設
の
根
幹
と
な
る
べ
き
事
業
に
関

　
す
る
事
項 

□
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
関
す
る
事
項 

□
合
併
市
町
村
の
財
政
計
画 

②
　
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
協
議 

　
以
下
の
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
協
議
・

調
整
を
行
い
ま
す
。 

□
基
本
的
な
協
議
事
項
（
先
進
地
事
例
な
ど

　
か
ら
調
整
に
時
間
を
要
す
る
と
い
わ
れ
る

　
項
目
） 

　
・
合
併
の
方
式 

　
・
合
併
の
期
日 

　
・
新
市
の
名
称 

　
・
新
市
の
事
務
所
の
位
置 

□
前
記
以
外
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

　
す
る
法
律
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
協
議

　
事
項 

　
・
財
産
の
取
り
扱
い 

　
・
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期
の
取
り

　
　
扱
い 

　
・
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
お
よ
び
任
期

　
　
の
取
り
扱
い 

□
前
記
以
外
に
４
町
間
で
事
務
事
業
の
調
整

　
を
行
う
事
項 

　
・
地
方
税 

　
・
一
般
職
の
職
員
の
身
分 

　
・
特
別
職
の
身
分
　 

　
・
条
例
、
規
則
な
ど 

　
・
事
務
組
織
お
よ
び
機
構 

　
・
一
部
事
務
組
合
な
ど 

　
・
使
用
料
、
手
数
料
な
ど 

　
・
公
共
的
団
体
な
ど 

　
・
補
助
金
、
交
付
金
な
ど 

　
・
町
名
、
字
名 

　
・
慣
行 

　
・
国
民
健
康
保
険
事
業 

　
・
介
護
保
険
事
業 

　
・
消
防
団 

　
・
自
治
会
・
行
政
連
絡
機
構 

　
・
各
種
事
務
事
業 

　
　
・
男
女
共
同
参
画
事
業 

　
　
・
姉
妹
都
市
・
国
際
交
流
事
業 

　
　
・
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業 

　
　
・
広
報
広
聴
関
係
事
業 

　
　
・
消
防
防
災
関
係
事
業 

　
　
・
交
通
関
係
事
業 

　
　
・
保
健
衛
生
・
環
境
衛
生
事
業 

　
　
・
障
害
者
・
高
齢
者
・
児
童
福
祉
事
業 

　
　
・
生
活
保
護
事
業 

　
　
・
建
設
関
係
・
農
林
水
産
関
係
事
業 

　
　
・
商
工
・
観
光
関
係
事
業 

　
　
・
上
・
下
水
道
事
業 

　
　
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
事
業 

　
　
・
情
報
公
開
制
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
取
り
扱
い 

　 

 

　
４
町
合
併
協
議
会
に
は
、
本
体
と
な
る

　
協
議
会
の
ほ
か
に
、
小
委
員
会
、
監
査
委
員
、

　
幹
事
会
、
事
務
局
、
専
門
部
会
・
分
科
会

　
の
各
組
織
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
の
概
要

　
を
図
―
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
　
ま
た
、
各
町
選
出
の
協
議
会
委
員
は
次

　
の
ペ
ー
ジ
の
表
―
２
の
通
り
で
す
。 

　
今
回
の
４
町
合
併
協
議
会
は
、「
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」に
定
め
ら
れ
た
、

住
民
に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
の
請
求
に

基
づ
く
も
の
で
、
平
成
14
年
12
月
に
芦
屋
町

の
住
民
が
芦
屋
町
長
に
対
し
住
民
発
議
を
行

っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
そ
の
後
、
芦
屋
町
議
会
が
否
決
し
ま
し
た
が
、

芦
屋
町
の
住
民
投
票
で
４
町
合
併
協
議
会
設

置
に
向
け
た
賛
成
が
過
半
数
を
占
め
、
議
会

可
決
と
み
な
さ
れ
設
置
に
至
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
に
も
住
民
発
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
次
の
通
り
い
ず
れ
も
当
該
手
続
き

が
終
了
し
て
い
ま
す
。 

◇
岡
垣
町
の
住
民
が
、
岡
垣
町
、
遠
賀
町
、

　
水
巻
町
の
遠
賀
郡
３
町
に
よ
る
法
定
の
合

　
併
協
議
会
設
置
請
求
を
岡
垣
町
長
に
対
し

　
行
な
う
。 

　
　
↓
遠
賀
町
長
が
議
会
に
付
議
し
な
い
旨

　
　
　
を
回
答
し
、
当
該
手
続
き
が
終
了 

◇
当
該
３
町
の
住
民
が
、
岡
垣
町
・
遠
賀
町
・

　
水
巻
町
の
遠
賀
郡
３
町
に
よ
る
法
定
の
合

　
併
協
議
会
設
置
同
一
請
求
を
当
該
３
町
長

　
に
対
し
行
う
。 

　
　
↓
遠
賀
町
議
会
が
否
決
し
、
当
該
手
続

　
　
　
き
が
終
了 

◇
水
巻
町
の
住
民
が
、
北
九
州
市
・
水
巻
町

　
に
よ
る
法
定
の
合
併
協
議
会
設
置
請
求
を

　
水
巻
町
長
に
対
し
行
う
。 

　
　
↓
北
九
州
市
長
が
議
会
に
付
議
し
な
い

　
　
　
旨
を
回
答
し
、
当
該
手
続
き
が
終
了 

こ
れ
ま
で
の
遠
賀
郡
４
町
の 

　
合
併
に
関
す
る
取
り
組
み
・ 

　
　
協
議
会
設
立
の
経
過 

１ 

４
町
合
併
協
議
会
の
目
的
・ 

　
　
　
　
　
組
織
体
制
な
ど 

2

芦
屋
町

芦
屋
町
・
水
巻
町

水
巻
町
・
岡
垣
町

岡
垣
町
・
遠
賀
町

遠
賀
町 

　
　
　
　
　
　
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た 
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町 

　
　
　
　
　
　
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た 
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町 

　
　
　
　
　
　
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た 
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町 

　
　
　
　
　
　
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た 

表―１　これまでの遠賀郡４町の合併に関する取り組みの経過 

昭和63年 10月 

平成11年 8月 

平成13年 4月 

平成13年 7月 

平成13年 9月 

平成14年 7月 

平成14年 9月 

平成14年 12月 

平成14年 12月～ 

平成15年 3月 

平成15年 7月 

平成15年 2月 

平成15年 1月 

平成15年 4月～ 
平成15年 6月 

・各町町議会議員を構成メンバーとする「遠賀郡の将来を考える調査 

　委員会」設置 

・遠賀郡４町（芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町）の合併問題を検討す 

　る任意協議会が設立 

・任意の合併協議会での協議が終了し、各町で住民説明会など実施 

・芦屋町で、法定の合併協議会設置に係る議会付議に際して、「遠賀郡 

　４町合併に関する住民意向調査」を実施し、その結果、「反対」が「賛 

　成」を上回る 

・芦屋町議会が「４町合併に関する法定協議会の設置を求める決議案」 

　を否決 

・芦屋町長が合併協議から離脱表明 

・合併任意協議会を解散 

・岡垣町、水巻町、遠賀町の各議会が、３町による法定の合併協議会 

　の設置を求める決議案を賛成多数で可決 

・芦屋町の住民が、岡垣町、遠賀町、水巻町との遠賀郡４町による法 

　定の合併協議会設置を求める署名活動を開始 

・芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町の遠賀４町による法定の合併協議 

　会設置請求（5,364名の署名）が芦屋町長に対し行なわれ、芦屋町長 

　は他町の町長に照会し、意見を求められていた遠賀町長、水巻町長、 

　岡垣町長が、それぞれ議会に付議する旨を回答 

・岡垣町、水巻町、遠賀町の議会が4町法定協議会設置議案を可決 

・芦屋町の議会は否決 

・芦屋町長が住民投票を請求。住民投票は3月9日に実施決定 

・芦屋町が合併特例法に基づく遠賀郡４町の法定の合併協議会設置の 

　是非を問う住民投票を実施 

・開票の結果、賛成が反対を上回り、法定の合併協議会の設置が決定 

・設置に向けての各種規程、協議会予算などの検討 

・遠賀郡町長会による合併協議会設立に向けての協議 

・協議会組織体制、事務局組織体制の整備 

・協議会・事務局設置（各町告示および県への設置の届出） 

期　　　日 経　　　　　　　過 

１ 23

（
１
） 

４
町
合
併
協
議
会
の
目
的 

 （
２
）  

合
併
協
議
会
の
位
置
付
け 

（
３
）  

合
併
協
議
会
の
具
体
的
な
検
討
事
項 

（
４
）  

合
併
協
議
会
の
組
織
体
制 
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芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合

併
協
議
会
（
以
下
「
４
町
合
併
協
議
会
」
と
称

し
ま
す
。）が
、
７
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
７

月
11
日
に
第
１
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
今
回
は
、 

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に

　
　
　
関
す
る
取
り
組
み
・
協
議
会
設
立
の

　
　
　
経
過 

　
　
　
４
町
合
併
協
議
会
の
目
的
・
組
織
体

　
　
　
制
な
ど 

　
　
　
第
１
回
協
議
会
の
審
議
結
果 

　
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

     

　
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に
関
す
る
取
り
組
み

は
、
昭
和
63
年
10
月
に
各
町
町
議
会
議
員
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
遠
賀
郡
の
将
来
を
考
え

る
調
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
時
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
以
後
20
年
以
上
に
及
ぶ
年
月
に

わ
た
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
項
を
表
―

１
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
４
町
合
併
協
議
会
の
目
的
・
組
織
体
制
な

ど
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

  

　
　
合
併
の
可
否
も
含
め
た
４
町
の
合
併
に

　
関
す
る
協
議
、
４
町
の
合
併
に
伴
う
新
市

　
建
設
計
画
の
作
成
、
各
種
事
務
事
業
の
取

　
扱
の
差
異
の
調
整
な
ど
、
具
体
的
な
検
討

　
を
行
い
ま
す
。 

  
　
　
地
方
自
治
法
お
よ
び
市
町
村
の
合
併
の

　
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
設
置
す
る

　
法
定
の
協
議
会
で
す
。 

　
　
平
成
11
年
か
ら
設
置
し
て
い
た
遠
賀
郡

　
４
町
合
併
任
意
協
議
会
は
、
名
前
の
と
お

　
り
任
意
の
協
議
会
で
あ
っ
た
た
め
、
将
来

　
構
想
の
作
成
を
行
い
、
協
議
項
目
に
つ
い

　
て
は
先
送
り
も
可
能
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

　
こ
の
法
定
の
協
議
会
は
各
種
項
目
に
つ
い

　
て
方
針
の
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
合
併

　
の
可
否
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

　
　
具
体
的
な
検
討
事
項
と
し
て
は
次
の
よ

　
う
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

①
　
市
町
村
建
設
計
画
の
策
定 

　
以
下
の
項
目
に
よ
る
市
町
村
建
設
計
画
を

策
定
し
ま
す
。 

□
合
併
市
町
村
の
建
設
の
基
本
方
針 

□
合
併
市
町
村
ま
た
は
合
併
市
町
村
を
包
括

　
す
る
都
道
府
県
が
実
施
す
る
、
合
併
市
町

　
村
の
建
設
の
根
幹
と
な
る
べ
き
事
業
に
関

　
す
る
事
項 

□
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
関
す
る
事
項 

□
合
併
市
町
村
の
財
政
計
画 

②
　
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
協
議 

　
以
下
の
合
併
協
定
項
目
に
関
す
る
協
議
・

調
整
を
行
い
ま
す
。 

□
基
本
的
な
協
議
事
項
（
先
進
地
事
例
な
ど

　
か
ら
調
整
に
時
間
を
要
す
る
と
い
わ
れ
る

　
項
目
） 

　
・
合
併
の
方
式 

　
・
合
併
の
期
日 

　
・
新
市
の
名
称 

　
・
新
市
の
事
務
所
の
位
置 

□
前
記
以
外
の
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

　
す
る
法
律
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
協
議

　
事
項 

　
・
財
産
の
取
り
扱
い 

　
・
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期
の
取
り

　
　
扱
い 

　
・
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
お
よ
び
任
期

　
　
の
取
り
扱
い 

□
前
記
以
外
に
４
町
間
で
事
務
事
業
の
調
整

　
を
行
う
事
項 

　
・
地
方
税 

　
・
一
般
職
の
職
員
の
身
分 

　
・
特
別
職
の
身
分
　 

　
・
条
例
、
規
則
な
ど 

　
・
事
務
組
織
お
よ
び
機
構 

　
・
一
部
事
務
組
合
な
ど 

　
・
使
用
料
、
手
数
料
な
ど 

　
・
公
共
的
団
体
な
ど 

　
・
補
助
金
、
交
付
金
な
ど 

　
・
町
名
、
字
名 

　
・
慣
行 

　
・
国
民
健
康
保
険
事
業 

　
・
介
護
保
険
事
業 

　
・
消
防
団 

　
・
自
治
会
・
行
政
連
絡
機
構 

　
・
各
種
事
務
事
業 

　
　
・
男
女
共
同
参
画
事
業 

　
　
・
姉
妹
都
市
・
国
際
交
流
事
業 

　
　
・
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業 

　
　
・
広
報
広
聴
関
係
事
業 

　
　
・
消
防
防
災
関
係
事
業 

　
　
・
交
通
関
係
事
業 

　
　
・
保
健
衛
生
・
環
境
衛
生
事
業 

　
　
・
障
害
者
・
高
齢
者
・
児
童
福
祉
事
業 

　
　
・
生
活
保
護
事
業 

　
　
・
建
設
関
係
・
農
林
水
産
関
係
事
業 

　
　
・
商
工
・
観
光
関
係
事
業 

　
　
・
上
・
下
水
道
事
業 

　
　
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
事
業 

　
　
・
情
報
公
開
制
度 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
取
り
扱
い 

　 

 

　
４
町
合
併
協
議
会
に
は
、
本
体
と
な
る

　
協
議
会
の
ほ
か
に
、
小
委
員
会
、
監
査
委
員
、

　
幹
事
会
、
事
務
局
、
専
門
部
会
・
分
科
会

　
の
各
組
織
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
の
概
要

　
を
図
―
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
　
ま
た
、
各
町
選
出
の
協
議
会
委
員
は
次

　
の
ペ
ー
ジ
の
表
―
２
の
通
り
で
す
。 

　
今
回
の
４
町
合
併
協
議
会
は
、「
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」に
定
め
ら
れ
た
、

住
民
に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
の
請
求
に

基
づ
く
も
の
で
、
平
成
14
年
12
月
に
芦
屋
町

の
住
民
が
芦
屋
町
長
に
対
し
住
民
発
議
を
行

っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
そ
の
後
、
芦
屋
町
議
会
が
否
決
し
ま
し
た
が
、

芦
屋
町
の
住
民
投
票
で
４
町
合
併
協
議
会
設

置
に
向
け
た
賛
成
が
過
半
数
を
占
め
、
議
会

可
決
と
み
な
さ
れ
設
置
に
至
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
に
も
住
民
発
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
次
の
通
り
い
ず
れ
も
当
該
手
続
き

が
終
了
し
て
い
ま
す
。 

◇
岡
垣
町
の
住
民
が
、
岡
垣
町
、
遠
賀
町
、

　
水
巻
町
の
遠
賀
郡
３
町
に
よ
る
法
定
の
合

　
併
協
議
会
設
置
請
求
を
岡
垣
町
長
に
対
し

　
行
な
う
。 

　
　
↓
遠
賀
町
長
が
議
会
に
付
議
し
な
い
旨

　
　
　
を
回
答
し
、
当
該
手
続
き
が
終
了 

◇
当
該
３
町
の
住
民
が
、
岡
垣
町
・
遠
賀
町
・

　
水
巻
町
の
遠
賀
郡
３
町
に
よ
る
法
定
の
合

　
併
協
議
会
設
置
同
一
請
求
を
当
該
３
町
長

　
に
対
し
行
う
。 

　
　
↓
遠
賀
町
議
会
が
否
決
し
、
当
該
手
続

　
　
　
き
が
終
了 

◇
水
巻
町
の
住
民
が
、
北
九
州
市
・
水
巻
町

　
に
よ
る
法
定
の
合
併
協
議
会
設
置
請
求
を

　
水
巻
町
長
に
対
し
行
う
。 

　
　
↓
北
九
州
市
長
が
議
会
に
付
議
し
な
い

　
　
　
旨
を
回
答
し
、
当
該
手
続
き
が
終
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こ
れ
ま
で
の
遠
賀
郡
４
町
の 

　
合
併
に
関
す
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表―１　これまでの遠賀郡４町の合併に関する取り組みの経過 

昭和63年 10月 

平成11年 8月 

平成13年 4月 

平成13年 7月 

平成13年 9月 

平成14年 7月 

平成14年 9月 

平成14年 12月 

平成14年 12月～ 

平成15年 3月 

平成15年 7月 

平成15年 2月 

平成15年 1月 

平成15年 4月～ 
平成15年 6月 

・各町町議会議員を構成メンバーとする「遠賀郡の将来を考える調査 

　委員会」設置 

・遠賀郡４町（芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町）の合併問題を検討す 

　る任意協議会が設立 

・任意の合併協議会での協議が終了し、各町で住民説明会など実施 

・芦屋町で、法定の合併協議会設置に係る議会付議に際して、「遠賀郡 

　４町合併に関する住民意向調査」を実施し、その結果、「反対」が「賛 

　成」を上回る 

・芦屋町議会が「４町合併に関する法定協議会の設置を求める決議案」 

　を否決 

・芦屋町長が合併協議から離脱表明 

・合併任意協議会を解散 

・岡垣町、水巻町、遠賀町の各議会が、３町による法定の合併協議会 

　の設置を求める決議案を賛成多数で可決 

・芦屋町の住民が、岡垣町、遠賀町、水巻町との遠賀郡４町による法 

　定の合併協議会設置を求める署名活動を開始 

・芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町の遠賀４町による法定の合併協議 

　会設置請求（5,364名の署名）が芦屋町長に対し行なわれ、芦屋町長 

　は他町の町長に照会し、意見を求められていた遠賀町長、水巻町長、 

　岡垣町長が、それぞれ議会に付議する旨を回答 

・岡垣町、水巻町、遠賀町の議会が4町法定協議会設置議案を可決 

・芦屋町の議会は否決 

・芦屋町長が住民投票を請求。住民投票は3月9日に実施決定 

・芦屋町が合併特例法に基づく遠賀郡４町の法定の合併協議会設置の 

　是非を問う住民投票を実施 

・開票の結果、賛成が反対を上回り、法定の合併協議会の設置が決定 

・設置に向けての各種規程、協議会予算などの検討 

・遠賀郡町長会による合併協議会設立に向けての協議 

・協議会組織体制、事務局組織体制の整備 

・協議会・事務局設置（各町告示および県への設置の届出） 

期　　　日 経　　　　　　　過 

１ 23

（
１
） 

４
町
合
併
協
議
会
の
目
的 

 （
２
）  

合
併
協
議
会
の
位
置
付
け 

（
３
）  

合
併
協
議
会
の
具
体
的
な
検
討
事
項 

（
４
）  

合
併
協
議
会
の
組
織
体
制 



広報おかがき　平成15年7月25日号 広報おかがき　平成15年7月25日号 45

第
１
回
協
議
会
の
審
議
結
果 

3 図―１　合併協議会の組織体制 

①　芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町合併協議会 

４町が合併した場合のメリット・デメリット、新市建設計画などを調 

査・審議し、合併の可否を決定する。 

 

会　長 … 芦屋町の町長 

副会長 … 水巻町・岡垣町・遠賀町の町長 

委　員 … ４町の助役、議長、議員３人 

　　　　  学識経験者各町３人 

合　計 … ３６人 

③　幹　事　会 

専門部会が作成した素案を審議し、協議会の 

議題を作成する。 

 

幹 事 長 … 芦屋町の助役 

副幹事長 … 水巻町・岡垣町・遠賀町の助役 

幹　　事 … 各町総務・企画担当課長 

合　　計 … １２人 

②　監査委員 

協議会の出納監査 

芦屋町監査委員２人 

④　事　務　局 

事務局長 … 芦屋町課長 

職　　員 … 各町から計７人 

小 委 員 会  

必要に応じ協議会の 

決定を受け設置され、 

調査、協議、調整な 

ど行い協議会へ報告、 

提案する。 

監査結果報告 

提　案 

事務・連絡調整 

事務・連絡調整 

連絡調整 進行管理／連絡調整 

⑤　専門部会・分科会 

専門部会：分科会で協議した各事務を調整し、協議会の議題の素案を作成する。 

分 科 会：担当者レベルで各事務事業を調整する。（各分科会は必要に応じて増減する） 

専門部会　部会員 … 各町の担当課長 分科会　会員 … 各町の担当者 

表―２　合併協議会委員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略） 

町　　　長 

芦　屋　町 水　巻　町 岡　垣　町 遠　賀　町 

助　　　役 

議　　　長 

議　　　員 

議　　　員 

議　　　員 

学識経験者 

学識経験者 

学識経験者 

安 高 　 直 彦  

本 田 　 哲 也  

刀 根 　 善 治  

波 多 野 茂 丸  

藤 江 　 宣 喜  

江 藤 　 　 鴻  

入 江 　 　 功  

小 田 　 恵 子  

矢 野 　 繁 敏  

美 浦 　 喜 明  

池 田 　 稔 臣  

柴 田 　 英 人  

吉 住 　 善 明  

豊 澤 　 賢 行  

町 川 　 　 靖  

加 賀 　 淳 子  

広 渡 　 輝 男  

木 原 　 信 次  

竹 内 　 和 男  

早 川 　 達 生  

勢 屋 　 康 一  

太 田 　 　 實  

鍋 山 　 　 勇  

吉 田 　 孝 子  

（会　長） 
鈴 木 　 清 吾 

（副会長） 
田 中 　 博 幸 

（副会長） 
樋�　龍治  

（副会長） 
木 村 　 隆 治  
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。
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議
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原田　正武  

仲 野 　 和 義  

仲 野 　 　 丈  

柴 田 征 一 郎  

石 松 　 　 守  

波 多 野 　 暹  

田 村 　 一 雄  

山 下 美 和 子  
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3 図―１　合併協議会の組織体制 

①　芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町合併協議会 

４町が合併した場合のメリット・デメリット、新市建設計画などを調 

査・審議し、合併の可否を決定する。 

 

会　長 … 芦屋町の町長 

副会長 … 水巻町・岡垣町・遠賀町の町長 

委　員 … ４町の助役、議長、議員３人 

　　　　  学識経験者各町３人 

合　計 … ３６人 

③　幹　事　会 

専門部会が作成した素案を審議し、協議会の 

議題を作成する。 

 

幹 事 長 … 芦屋町の助役 

副幹事長 … 水巻町・岡垣町・遠賀町の助役 

幹　　事 … 各町総務・企画担当課長 

合　　計 … １２人 

②　監査委員 

協議会の出納監査 

芦屋町監査委員２人 

④　事　務　局 

事務局長 … 芦屋町課長 

職　　員 … 各町から計７人 

小 委 員 会  

必要に応じ協議会の 

決定を受け設置され、 

調査、協議、調整な 

ど行い協議会へ報告、 

提案する。 

監査結果報告 

提　案 

事務・連絡調整 

事務・連絡調整 

連絡調整 進行管理／連絡調整 

⑤　専門部会・分科会 

専門部会：分科会で協議した各事務を調整し、協議会の議題の素案を作成する。 

分 科 会：担当者レベルで各事務事業を調整する。（各分科会は必要に応じて増減する） 

専門部会　部会員 … 各町の担当課長 分科会　会員 … 各町の担当者 

表―２　合併協議会委員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略） 

町　　　長 

芦　屋　町 水　巻　町 岡　垣　町 遠　賀　町 

助　　　役 

議　　　長 

議　　　員 

議　　　員 

議　　　員 

学識経験者 
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安 高 　 直 彦  
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刀 根 　 善 治  
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江 藤 　 　 鴻  
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豊 澤 　 賢 行  

町 川 　 　 靖  

加 賀 　 淳 子  

広 渡 　 輝 男  
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早 川 　 達 生  

勢 屋 　 康 一  

太 田 　 　 實  

鍋 山 　 　 勇  

吉 田 　 孝 子  

（会　長） 
鈴 木 　 清 吾 

（副会長） 
田 中 　 博 幸 

（副会長） 
樋�　龍治  

（副会長） 
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合
併
協
議
会
の
名
称
、
担
任
事
務
、

　
事
務
所
の
位
置
、
会
長
・
副
会
長
・
委
員

　
の
選
任
、
会
議
の
運
営
な
ど
を
定
め
た
規

　
約
で
す
。 

 

　 　
・
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町

　
　
合
併
協
議
会
等
の
運
営
に
関
す
る
規
程

　
　
　
会
議
の
合
意
の
方
法
、
会
議
の
定
例

　
　
開
催
、
傍
聴
の
取
り
扱
い
な
ど
を
定
め

　
　
た
規
程
で
す
。
会
議
の
議
事
は
全
会
一

　
　
致
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

　
　
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
は
出
席
委
員
の

　
　
３
分
の
２
以
上
を
持
っ
て
決
定
す
る
こ

　
　
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定
例
協
議
会

　
　
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
、

　
　
開
催
場
所
は
各
町
持
ち
回
り
と
な
り
ま
す
。 

　
・
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町

　
　
合
併
協
議
会
小
委
員
会
設
置
規
程 

　
　
　
協
議
会
の
中
に
設
置
す
る
小
委
員
会

　
　
の
所
掌
事
務
、
組
織
な
ど
を
定
め
た
規

　
　
程
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
事
務
の
一

　
　
部
を
少
人
数
の
委
員
に
よ
り
、
調
査
、

　
　
協
議
お
よ
び
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
・
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町

　
　
合
併
協
議
会
幹
事
会
設
置
規
程 

　
　
　
協
議
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
る
幹
事

　
　
会
の
所
掌
事
務
、
組
織
な
ど
を
定
め
た

　
　
規
程
で
す
。
幹
事
会
は
、
各
町
の
助
役
、

　
　
企
画
担
当
課
長
、
総
務
担
当
課
長
に
よ
り
、

　
　
計
12
人
で
構
成
さ
れ
、
協
議
会
に
提

　
　
案
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
ま
た
は

　
　
調
整
を
行
い
ま
す
。 

  

　
・
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町

　
　
合
併
協
議
会
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

　
　
関
す
る
規
程 

　
　
　
協
議
会
の
委
員（
町
長
、
助
役
を
除
く
）

　
　
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
の
額
を
定
め

　
　
た
規
定
で
す
。 

　
・
平
成
15
年
度
芦
屋
町
・
水
巻
町
・

　
　
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会

　
　
歳
入
歳
出
予
算 

　
　
　
平
成
15
年
度
の
４
町
合
併
協

　
　
議
会
の
予
算
で
す
。
歳
入
歳
出

　
　
と
も
に
約
三
千
四
百
万
円
で
、

　
　
歳
入
は
、
各
町
八
百
五
十
万
円

　
　
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
歳
出
は
、
会
議
の
運
営
費
、
事

　
　
務
局
の
運
営
費
、
新
市
建
設
計

　
　
画
の
策
定
な
ど
の
事
業
推
進
費

　
　
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
な
お
、
こ
の
協
議
会
に
提
案
さ
れ

た
規
約
な
ど
は
、
４
町
合
併
協
議
会

事
務
局
ま
た
は
各
町
企
画
担
当
課
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
協
議
会
は
原
則
公
開

さ
れ
ま
す
。
次
回
は
８
月
27
日（
水
）

午
後
２
時
に
水
巻
町
い
き
い
き
ほ
ー

る
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
議
を
傍
聴

し
た
い
人
は
、
会
議
の
15
分
前
ま
で

に
事
務
局
か
ら
傍
聴
証
の
交
付
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町 

　
　
合
併
協
議
会
事
務
局（
芦
屋
町
役
場
内
）

　
�
２
２
３-

０
８
８
１ 

◆
岡
垣
町
役
場
　
企
画
政
策
室 

　
�
２
８
２-

１
２
１
１ 

■
報
告
事
項 

■
協
議
事
項 

原田　正武  

仲 野 　 和 義  

仲 野 　 　 丈  

柴 田 征 一 郎  

石 松 　 　 守  

波 多 野 　 暹  

田 村 　 一 雄  

山 下 美 和 子  
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学
校
給
食
調
理
業
務 

　
　
　
　
民
間
委
託
を
開
始
し
ま
す 

　
　
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付 

  

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
自
分
の
住
民

票
の
写
し（
戸
籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の)

が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
住
民

票
の
写
し
の
交
付
は
、
住
ん
で
い
る
市
町
村

で
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
基

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
の
市
区
町
村
間
で

住
民
票
の
情
報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど

を
市
区
町
村
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
人
や
世
帯
の
住
民
票
の
写
し
（
戸

籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の
）
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

  

　
　
転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化 

 

　
引
っ
越
し
の
手
続
き
で
窓
口
に
行
く
の
は

転
入
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す
。
現
在
、
引

っ
越
し
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、
住
民
課
に
転

出
届
を
行
い
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
上
で
、
引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
に
転
入

届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届

を
郵
送
で
行
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
提
示
し

て
転
入
届
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
引
っ
越
し

の
場
合
に
窓
口
に
行
く
の
が
転
入
時
の
１
回

だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
転
出
届
は
、

近
い
将
来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

も
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。） 

 

　
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
　 

 

○
希
望
す
る
人
に
五
百
円
で
発
行
し
ま
す
。 

○
有
効
期
限
は
、
10
年
で
す
。 

○
写
真
付
の
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
人
は
、
写

　
真（
タ
テ
４
・
５
�
×
ヨ
コ
３
・
５
�
程
度
）

　
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

○
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転
入
転
出

　
手
続
き
の
簡
素
化
に
利
用
で
き
ま
す
。 

○
写
真
付
カ
ー
ド
を
希
望
し
た
場
合
は
、
岡

　
垣
町
発
行
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

　
き
ま
す
。 

     

　
　
安
全
対
策
は 

 

○
住
基
ネ
ッ
ト
に
は
、
個
人
情
報
保
護
法
や

　
外
部
か
ら
の
侵
入
防
止
、
内
部
の
不
正
使

　
用
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
対
策
が
講
じ
ら

　
れ
て
い
ま
す
。 

○
町
で
は
、
緊
急
時
対
応
計
画
書
を
作
成
し
、

　
住
基
ネ
ッ
ト
の
安
全
面
を
侵
犯
す
る
よ
う

　
な
不
正
行
為
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
シ

　
ス
テ
ム
の
停
止
も
含
め
た
緊
急
措
置
を
行

　
い
ま
す
。 

 

 

　
６
月
に
開
か
れ
た
第
２
回
岡
垣

町
議
会
定
例
会
で
、
学
校
給
食
調

理
業
務
民
間
委
託
に
か
か
る
業
者

委
託
費
や
、
中
学
校
完
全
給
食
実

施
の
た
め
の
調
査
設
計
費
な
ど
が

審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
大
規
模
校
２
校（
海

老
津
小
学
校
と
山
田
小
学
校
）
で

の
２
学
期
か
ら
の
給
食
調
理
業
務

の
民
間
委
託
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
海
老
津
小
学
校
と
山
田
小

学
校
で
説
明
会
や
給
食
試
食
会
を

開
催
し
、
さ
ら
な
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

【
業
者
選
定
で
の
工
夫
】 

　
業
者
選
定
に
は
、
金
額
の
一
番
安
い
と
こ

ろ
を
選
ぶ
入
札
方
式
で
は
な
く
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
選
考
委

員
会
を
設
置
し
、
業
者
か
ら
の
提
案
書
に
基

づ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
学
校
給
食

に
対
す
る
考
え
方
や
研
修
体
制
、
学
校
給
食

の
受
託
実
績
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
業

者
を
選
考
す
る
も
の
で
す
。 

【
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
整
備
】 

　
学
校
給
食
の
民
間
委
託
事
業
の
内
容
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
保
護
者
、
学
校
長
、
保

健
所
、
学
校
栄
養
士
な
ど
か
ら
な
る
「
学
校

給
食
評
価
委
員
会
」を
設
置
し
ま
す
。 

【
現
行
水
準
の
維
持
】 

　
学
校
給
食
の
現
行
水
準
の
維
持
に
は
、

学
校
栄
養
士
や
調
理
員
と
協
議
を
重
ね
、

仕
様
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
仕

様
書
と
業
務
指
示
書
に
細
か
く
明
記

す
る
こ
と
で
、
岡
垣
町
で
長
年
培
わ

れ
て
き
た
現
在
の
学
校
給
食
の
質
、
味
、

安
全
性
を
維
持
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム 

住
基
ネ
ッ
ト 

　
第
二
次
サ
ー
ビ
ス
が 

　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す 

 

　
　
　
８
月
25
日
か
ら 

学
校
給
食
調
理
業
務 

　
　
　
　
民
間
委
託
を
開
始
し
ま
す 

２
学
期
か
ら
海
老
津
小
と
山
田
小
で
開
始 

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
係
へ 

《住民基本台帳カード》 

住民基本台帳カード 

岡垣町 

平成25年8月24日まで有効 

岡垣花子 

 

住民課　TEL 093-282-1211

 

 

氏　名 

 

連絡先 

IC

住民基本台帳カード 

写真 
岡垣町 

平成25年8月24日まで有効 

昭和47年11月1日　性別　女 

岡垣　花子 

岡垣町野間１丁目１番１号 

住民課　TEL 093-282-1211

 

 

生年月日 

氏　　名 

住　　所 

連 絡 先  

IC

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課
へ 

Aタイプ Bタイプ（写真付・身分証明書として利用できます） 
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学
校
給
食
調
理
業
務 

　
　
　
　
民
間
委
託
を
開
始
し
ま
す 

　
　
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付 

  

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
自
分
の
住
民

票
の
写
し（
戸
籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の)

が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
住
民

票
の
写
し
の
交
付
は
、
住
ん
で
い
る
市
町
村

で
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
住
基

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
の
市
区
町
村
間
で

住
民
票
の
情
報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど

を
市
区
町
村
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
人
や
世
帯
の
住
民
票
の
写
し
（
戸

籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の
）
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

  

　
　
転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化 

 

　
引
っ
越
し
の
手
続
き
で
窓
口
に
行
く
の
は

転
入
時
１
回
だ
け
で
済
み
ま
す
。
現
在
、
引

っ
越
し
の
場
合
に
は
、
ま
ず
、
住
民
課
に
転

出
届
を
行
い
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
上
で
、
引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
に
転
入

届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出
届

を
郵
送
で
行
い
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

引
っ
越
し
先
の
市
区
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岡垣花子 

 

住民課　TEL 093-282-1211

 

 

氏　名 

 

連絡先 

IC

住民基本台帳カード 

写真 
岡垣町 

平成25年8月24日まで有効 

昭和47年11月1日　性別　女 

岡垣　花子 

岡垣町野間１丁目１番１号 

住民課　TEL 093-282-1211

 

 

生年月日 

氏　　名 
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問
い
合
わ
せ
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育
総
務
課
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Aタイプ Bタイプ（写真付・身分証明書として利用できます） 



広報おかがき　平成15年7月25日号 広報おかがき　平成15年7月25日号 

ま 
ち 
か 
ど 

プ 

ズ
ー 

ム 

ア
ッ 

ホ
ッ
ト
な
情
報
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

89

　　　　　　　　　　　 

地域のみんなでペタンクやろう！ 

聴かせてくださいみなさんの声 

防犯活動の推進に感謝します 

水道まつり 

平成15年度町政モニタ― 

美しい水　いつまでも 

　6月8日に岡垣町浄水場で水道まつりが行われました。

約700人が訪れた会場では、「岡垣町の地下水」と「水道水」、「遠

賀川の水」が飲み比べできるコーナーや、施設見学、金魚

すくい、抽選会などが無料で行われ、子どもたちは暑さ

を忘れて大はしゃぎ！また、今回は門司港名物バナナの

叩き売りも催され、活気と笑いのあふれるまつりとなり

ました。 

　水の飲み比べをした人は、｢やっぱり岡垣の地下水やね。

おいしいわ！｣と話していました。水は人の健康に影響を

与えます。普段何気なく口にしている水。このまつりを

期に、おいしい水を与えてくれる岡垣町の美しい自然に

感謝しましょう。 

ウミガメが帰ってきましたが…。 

　大野繁さん(戸切百合野区)に折尾警

察署長・折尾防犯協会連合会会長から

感謝状が贈られました。 

　大野さんは昭和59年から防犯活動に

携わり、活躍していただいた功績に対

して贈呈されたものです。長きにわた

り地域安全運動の推進ありがとうござ

います。これからも地域の安全、住民

の福祉の向上に健康で活躍くださるよ

うお願いします。 

　6月26日、平成15年度第1回町政モニター

会議が開催され、町長から委嘱状が交付され

ました。今年度は10人のみなさんが広報につ

いて検討し、来年の3月までに会議を重ね、

意見をまとめて町長に報告書を提出します。 

平成15年度岡垣町町政モニター（敬称略） 

方谷　豊宗（内浦区）島田　秀夫（旭西区） 

吉山　隆矩（塚原区）林　不二男（野間二区）

田川　敏子（海老津区）森山多鶴子（海老津区）

黒住　哲弘（湯川区）井山　淳子（海老津区）

畑野　晃子（公園通り東区）高宮ひとみ（新海老津区） 

　ペタンク研修大会が、自治公民館連絡協議会・自治区長会合同で、6月28日にいこいの里す

ぱーく岡垣で行われました。 

　この研修大会は、各区の公民館活動の発展と地域連携の推進を図る目的で行われているもので、

自治公民館連絡協議会と自治区長会が企画したものです。今年度は公民館連絡協議会から37人、

自治区長会から32人が参加し行われ

ました。 

　開会式では、自治公民館連絡協議

会の野中正宏会長が｢この研修大会で

学んだことを各地域へ持ち帰っても

らい、地域の発展・連携に多いに役

立ててください。｣と話されました。 

参加されたみなさんは、研修を通し

て学びながらも存分にペタンクを楽

しんでいました。 

　７月４日の早朝、ウミガメの足跡が発見されたという情報があり、期待を胸に

現場に駆けつけ、ウミガメの足跡の状況を調べました。上陸は確認できましたが、

残念ながら産卵まではしていないことがわかりました。 

　今年は、近隣の津屋崎町勝浦海岸や福岡市東区三苫の海岸などで産卵が確認され、

上陸ラッシュとなっています。岡垣町の海岸では、過去3年ほど産卵に来ていま

せんが、ウミガメは１シーズンに2～3回産卵するといわれていますので、また再上陸し、産卵してくれる

ことを願っています。町のキャッチフレーズである「海がめもかえる町おかがき」となるよう今年こそはと

大きな期待を寄せています。 
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コーナーでひとつになって楽しもう！「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた
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梅雨の晴れ間に 
七夕祭り 

　旭南区では、大人と子ども

のふれあいの場「わくわく広場（年

5回開催）」を7月5日に公民館で

開きました。この日集まった

のは子ども28人、大人15人で、

「折り紙教室」で折り鶴や奴さ

んなどを折り、その後七夕飾

りの輪っかっかを作り、願い

事を書いた短冊にこよりをつけ、

竹の枝に結んで立てました。“字

が上手になりますように”と

か“100点が取れますように”

などのかわいい願い事が風に

吹かれていました。 
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【原稿は岡垣交通安全協会の刀根さんの提供】 

 

PN．計都▲ 

【写真と原稿は旭南区長の松本威彦さんの提供】 

【写真と原稿は、原区公民館長の花田美隆さんの提供】 

　6月20日の折尾交通安全協会の

総会で、交通安全功労者および優

良運転者の5人が表彰されました。 

○交通安全功労者表彰 

　原　美代子 さん（百合ヶ丘区） 

　花田　　仁 さん（西黒山区） 

○折尾交通安全協会長表彰 

　5年以上優良運転者として 

　木村　富彦 さん（龍王団地区）

○折尾警察署長・折尾交通安全協

　会長 連名表彰 

　10年以上優良運転者表彰として 

　後藤　英友 さん（西高陽区） 

　佐々木　幸盛 さん（手野区） 

以上交通安全にご協力していただ

きましたみなさん、おめでとうご

ざいました。 

考えよう 
　交通安全の大切さ 

【写真と原稿は岡垣町老人クラブ連合会の提供】 

　岡垣町老人クラブ連合会では、6月16日早朝、町民総合グラ

ウンドにコスモス苗を植栽しました。これは町老連が環境美化

活動の一環として｢花のある美しい町づくり｣を目指し毎年行っ

ているものです。やがて訪れる秋桜の美しい風情を町民のみな

さんに楽しんでいただきたいと、苗を植える手にも力が入って

いました。参加した26人の会員のみなさんは、清々しい朝風と

ともに充足感いっぱい吸い込んで初夏の朝を感じていました。 

花のある美しい町づくり 

だれでも楽しめる「楽しもうデー」 

　6月1日に原区のみなさんの新睦と健康増進を目的とした、｢第9回原区みんなで楽しもうデー｣を内浦小学

校運動場で開催しました。前日までは台風の影響で天候も悪かったのですが、当日は好天に恵まれ、ラブア

ースクリーンアップ2003で清掃した後、93人の参加者でにぎわいました。 

　グラウンドゴルフ、ペタンク、スカッドボウル、

ビーンボウリングなど、幼児からお年寄りまでだれ

でも楽しめる内容に、マイペースの人や健康増進を

越えた熱い戦いが繰り広げられました。久しぶりに

子ども連れで帰郷された人も多数いて、懐かしい場

面があちこちで伺えました。昼食はソフトボールク

ラブの人々による焼きそばが出され、ビールやお茶

とともに｢うまいばい｣と大好評で、麺が足りなくなり、

急きょ買い出しに行くほどでした。最後の福引きは

空くじなしで、一家全員が当たった家族もあり、こ

の日は大変盛り上がりました。 

【写真と原稿は岡垣町柔道連盟の入江さんの提供】 

　6月14日と15日の二日間に岡垣柔道連盟の第2回夏の合宿を町民武

道館で行いました。この合宿は小中学生を対象としたもので、遠賀・

中間・宗像などの道場の子どもたちとの合同練習で、技術の向上や心

身の鍛練を目的に行

い、90人以上が集り

ました。 

　来年3月の岡垣大

会は20周年の記念大

会となりますので、

子どもたちも指導者

もがんばって練習し

ています。 

いい汗流して　技術の向上 
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　参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう！「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた
読者のページです。 
　楽しかったこと、悲しかったことから地
域の活動まで、またイラスト・４コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。 
応募先/〒811-4233岡垣町大字野間697-1 
岡垣町役場地域づくり課・広報「どくしゃ
の私書箱」係 
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名も
可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。 
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し 

の 
や 

私

書

箱
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　旭南区では、大人と子ども
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5回開催）」を7月5日に公民館で

開きました。この日集まった

のは子ども28人、大人15人で、

「折り紙教室」で折り鶴や奴さ

んなどを折り、その後七夕飾

りの輪っかっかを作り、願い

事を書いた短冊にこよりをつけ、
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などのかわいい願い事が風に
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【原稿は岡垣交通安全協会の刀根さんの提供】 

 

PN．計都▲ 

【写真と原稿は旭南区長の松本威彦さんの提供】 

【写真と原稿は、原区公民館長の花田美隆さんの提供】 

　6月20日の折尾交通安全協会の

総会で、交通安全功労者および優

良運転者の5人が表彰されました。 

○交通安全功労者表彰 

　原　美代子 さん（百合ヶ丘区） 

　花田　　仁 さん（西黒山区） 

○折尾交通安全協会長表彰 

　5年以上優良運転者として 

　木村　富彦 さん（龍王団地区）

○折尾警察署長・折尾交通安全協

　会長 連名表彰 

　10年以上優良運転者表彰として 

　後藤　英友 さん（西高陽区） 

　佐々木　幸盛 さん（手野区） 

以上交通安全にご協力していただ

きましたみなさん、おめでとうご

ざいました。 

考えよう 
　交通安全の大切さ 

【写真と原稿は岡垣町老人クラブ連合会の提供】 

　岡垣町老人クラブ連合会では、6月16日早朝、町民総合グラ

ウンドにコスモス苗を植栽しました。これは町老連が環境美化

活動の一環として｢花のある美しい町づくり｣を目指し毎年行っ

ているものです。やがて訪れる秋桜の美しい風情を町民のみな

さんに楽しんでいただきたいと、苗を植える手にも力が入って

いました。参加した26人の会員のみなさんは、清々しい朝風と

ともに充足感いっぱい吸い込んで初夏の朝を感じていました。 

花のある美しい町づくり 

だれでも楽しめる「楽しもうデー」 

　6月1日に原区のみなさんの新睦と健康増進を目的とした、｢第9回原区みんなで楽しもうデー｣を内浦小学

校運動場で開催しました。前日までは台風の影響で天候も悪かったのですが、当日は好天に恵まれ、ラブア

ースクリーンアップ2003で清掃した後、93人の参加者でにぎわいました。 

　グラウンドゴルフ、ペタンク、スカッドボウル、

ビーンボウリングなど、幼児からお年寄りまでだれ

でも楽しめる内容に、マイペースの人や健康増進を

越えた熱い戦いが繰り広げられました。久しぶりに

子ども連れで帰郷された人も多数いて、懐かしい場

面があちこちで伺えました。昼食はソフトボールク

ラブの人々による焼きそばが出され、ビールやお茶

とともに｢うまいばい｣と大好評で、麺が足りなくなり、

急きょ買い出しに行くほどでした。最後の福引きは

空くじなしで、一家全員が当たった家族もあり、こ

の日は大変盛り上がりました。 

【写真と原稿は岡垣町柔道連盟の入江さんの提供】 

　6月14日と15日の二日間に岡垣柔道連盟の第2回夏の合宿を町民武

道館で行いました。この合宿は小中学生を対象としたもので、遠賀・

中間・宗像などの道場の子どもたちとの合同練習で、技術の向上や心

身の鍛練を目的に行

い、90人以上が集り

ました。 

　来年3月の岡垣大

会は20周年の記念大

会となりますので、

子どもたちも指導者

もがんばって練習し

ています。 

いい汗流して　技術の向上 
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葉月のもよおし・おしらせ 葉月のもよおし・おしらせ 
はづき 

核兵器廃絶平和宣言の町事業映画上映会 
　岡垣町は、昭和61年7月に「核兵器廃絶平和のまち宣言」を行いました。みんなで平和
について考え、心から平和を願う機会を持つために、２日間にわたって映画上映会を行
います。 

※８日の上映会では、無料託児所を設置しますので、利用する人は８月１日（金）までにお申し込みください。
対象年齢は６か月から小学校低学年程度までです。 
問い合わせ・託児の申し込み　企画政策室へ　 

こころから平和を願う一日に 

入場 
無料 

上映映画 上映映画 「太陽をなくした日」 
「せんすい艦に恋をしたクジラの話」 
「忍たま乱太郎」 

と　き　８月１日(金) 
　　　　午後2時から3時30分 
ところ　岡垣サンリーアイ 
　　　　ハミングホール 
 

○子ども向け映画上映会 

ドキュメンタリー映画 
「ヒバクシャ」 

と　き　８月８日(金) 
　　　　午後7時から9時 
ところ　岡垣サンリーアイ 
　　　　ハミングホール 

○一般映画上映会 

役 　 場  
教育委員会 
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ひとにいい 
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収
集
の
盆
休
み
 

 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

    　
計
量
法
に
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づ
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、
業
者
が
水
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取
り
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え
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い

ま
す
。
町
発
行
の
証
明
書
を
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帯

し
て
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ま
す
の
で
ご
協
力
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だ
さ
い
。
 

取
り
替
え
期
間
　
8
月
4
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月
）

か
ら
10
月
31
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金
）
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地
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※
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な
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家
庭
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す
。
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へ
 

      国
保
被
保
険
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老
人
医
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受
給

者
の
み
な
さ
ん
は
、
入
院
す
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と

食
事
代
が
一
日
七
百
八
十
円
必
要

で
す
が
、
次
の
場
合
は
減
額
さ
れ

ま
す
。
 

①
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、

入
院
日
数
が
90
日
ま
で
の
入
院
 

↓
　
一
日
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五
十
円
 

②
住
民
税
が
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課
税
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帯
で
、

入
院
日
数
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12
か
月
の
間
に

90
日
を
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え
る
入
院
 

↓
　
一
日
五
百
円
 

③
住
民
税
が
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税
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世
帯
で
、

所
得
が
0
円
の
人
（
70
歳
以
上
の

人
に
限
る
）
 

↓
　
一
日
三
百
円
 
 
 

　
①
②
③
の
減
額
認
定
を
受
け
る

た
め
に
は
、
住
民
課
で
手
続
き
を

し
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
有

効
期
限
が
7
月
31
日
で
切
れ
ま
す

の
で
、
8
月
29
日
ま
で
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規
申

請
・
更
新
に
関
わ
ら
ず
、
適
用
は

申
請
手
続
き
を
し
た
月
の
初
日
か

ら
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
15
年
度

の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
該

当
し
な
い
場
合
は
、
交
付
で
き
ま

せ
ん
。
 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
・

高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
老
人
医
療

証（
各
々
該
当
者
の
み
）
 

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係
 

    　
8
月
14
日
・
15
日
は
、
し
尿
汲

み
取
り
お
よ
び
ご
み
の
収
集
が
盆

休
み
と
な
り
ま
す
。
 

　
し
尿
の
臨
時
汲
み
取
り
を
希
望

す
る
人
は
、
8
月
5
日（
火
）ま
で

に
環
境
共
生
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
 

○
汲
み
取
り
日
　
8
月
7
日（
木
）

か
ら
13
日（
水
）
 

○
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
自
己
搬
入
も
、
同
セ
ン
タ
ー
の

電
気
総
合
点
検
の
た
め
、
8
月
14

日
・
15
日
は
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。
 

※
犬
・
猫
な
ど
の
小
動
物
の
受
け

入
れ
も
行
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
ヘ
 

    　
お
盆
に
川
や
海
な
ど
で
精
霊
流

し
を
す
る
と
、
水
質
の
悪
化
な
ど

環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
町
内
各
小
学
校

の
駐
車
場
に
精
霊
流
し
会
場
を
設

け
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
　
き
　
8
月
15
日（
金
）午
後
5

時
か
ら
10
時
 

と
こ
ろ
　
町
内
各
小
学
校
駐
車
場
 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
ヘ
 

   　
戦
争
に
関
す
る
も
の
、
戦
時
下

の
生
活
を
伝
え
る
の
も
な
ど
を

1
5
0
0
点
展
示
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
8
月
12
日（
火
）か
ら
18

日（
月
）午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後

4
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
）�
０
９
２-

５
８
６-

４
０
０
０
 

入
場
料
　
無
料
 

※
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
譲
り
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
れ

ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
行
政
経
営

企
画
課
�
０
９
２-

６
２
２-

０
８

０
４
へ
 

住
民
課
 

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額
 

 

福
岡
県
行
政
経
営
企
画
課
 

戦
時
資
料
を
展
示
し
ま
す
 

福
岡
県
保
健
福
祉
部
 

介
護
支
援
専
門
員
を
目
指
そ
う
！
 

福
岡
県
労
働
政
策
課
 

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
！
 

福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市
計
画
課
  

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
賞
！
 

 

岡
垣
町
商
工
会
 

開
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

福
岡
県
教
育
委
員
会
 

子
育
て
に
悩
ま
な
い
で
！
 

    　
お
盆
の
間
の
犬
・
猫
な
ど
の
捕

獲
、
引
き
取
り
は
、（
財
）福
岡
県

動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
都

合
上
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
 

○
野
犬
な
ど
の
捕
獲
　
8
月
７
日

か
ら
17
日
ま
で
捕
獲
休
止
※
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
。
 

○
犬
、
猫
の
引
き
取
り
　
8
月
12

日
か
ら
17
日
ま
で
引
き
取
り
休
止
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
�
２
０
１-

４

１
８
１
ま
た
は
環
境
共
生
課
へ
 

   　
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

試
験
日
　
10
月
26
日（
日
）
 

試
験
会
場
　
○
第
一
経
済
大
学（
太

宰
府
市
）○
北
九
州
市
立
大
学（
北

九
州
市
小
倉
南
区
）
 

申
込
書
の
配
布
時
期
　
8
月
4
日

（
月
）か
ら
29
日（
金
）
 

申
込
書
の
配
布
場
所
　
各
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
ほ
か
 

申
込
期
間
　
8
月
4
日（
月
）か
ら

29
日（
金
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
福
祉

部
介
護
保
険
課
�
０
９
２-

６
４
３

-

３
３
２
２
へ
 

  

   　
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
・

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
を
平
成

16
年
3
月
に
卒
業
す
る
人
（
平
成

15
年
3
月
卒
業
の
未
就
職
者
を
含

む
。
）
を
対
象
に
し
た
合
同
会
社

面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
8
月
20
日（
水
）正
午
か

ら
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
九
電
記
念
体
育
館
（
福

岡
市
中
央
区
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
政
策

課
�
０
９
２-

６
４
３-

３
５
９
２

ま
た
は
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

�
０
９
２-

７
１
４-

１
５
５
６
へ
 

   　
子
育
て
グ
ル
ー
プ
や
父
親
の
グ

ル
ー
プ
活
動
に
対
す
る
支
援
を
通

し
て
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
「
子
育
て
グ

ル
ー
プ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、

北
九
州
教
育
事
務
所
に
「
福
岡
県

子
育
て
グ
ル
ー
プ
活
動
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
に
悩
み

を
持
つ
保
護
者
や
グ
ル
ー
プ
・
団

体
な
ど
へ
福
岡
県
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
子
育
て
支
援

を
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
北
九

州
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
�
０

９
４
９-

２
５-

１
２
０
５
へ
 

   　
建
築
物
お
よ
び
ま
ち
な
み
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
優
秀
な
物
に
つ
い
て
は
「
大

賞
」・「
優
秀
賞
」を
表
彰
し
ま
す
。
 

○
住
宅
の
部
＝
戸
建
住
宅
や
集
合

住
宅
が
対
象
○
ま
ち
な
み
景
観
の

部
＝
建
築
物
や
公
共
施
設
と
周
辺

環
境
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ま
ち
な

み
が
対
象
○
一
般
建
築
物
の
部
＝

そ
れ
以
外
の
建
築
物
を
対
象
 

受
付
期
間
　
8
月
1
日（
金
）か
ら

31
日（
日
）当
日
消
印
有
効
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
賞
事
務
局
　
�
０
９
２

-

６
４
３-

３
７
１
２
へ
 

 

    　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し

ま
す
。
 

内
　
容
　
あ
ら
か
じ
め
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、
宿
泊
提
供
が
必
要

と
な
る
都
度
、
登
録
家
庭
の
都
合

を
個
別
に
確
認
し
ま
す
。
 

募
集
対
象
　
当
協
会
会
員
で
あ
る

こ
と
。（
随
時
入
会
可
。
年
会
費
、

一
口
千
円
）
 

申
し
込
み
　
地
域
づ
く
り
課
ま
た

は
、
岡
垣
国
際
交
流
協
会
（
〒
８

１
１-

４
２
１
１
岡
垣
町
吉
木
１

０
７
２-

１
中
央
公
民
館
内
）
に
あ

る
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、
協

会
に
郵
送（
８
月
30
日
必
着
）ま
た

は
持
参
。
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
国
際
交
流
協

会
�
２
８
２-

０
５
４
９
へ
 

   　
事
業
経
営
や
開
業
に
必
要
な
知

識
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

と
　
き
　
8
月
24
日
（
日
）
31
日

（
日
）計
２
回
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
5
時
 

と
こ
ろ
　
岡
垣
町
商
工
会
館
 

対
　
象
　
新
規
事
業
を
起
こ
し
た

い
人
や
開
業
し
て
間
も
な
い
人
 

受
講
料
　
無
料
 

定
　
員
　
40
人
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
商
工
会
�

２
８
２-

０
２
９
４
へ
 

職　　種　技術職員(システムエンジニア) 

採用人数　１人程度  

受験資格　昭和38年4月2日から昭和44年

4月1日までに生まれた人で、行政システム

の設計・開発・評価の経験が10年以上ある人。 

※ただし、条件により受験できない場合が

あります。 

試 験 日　8月24日(日)午前10時から 

　　　　　午後3時 

会　　場　岡垣町役場 

試験内容　技術試験・小論文 

申し込み　企画政策室で申込用紙の交付を

受け、必要事項を記入し、写真2枚(縦4�

×横3�)を貼付して提出してください。受

付期間は、7月28日(月)から8月15日(金)ま

での平日午前8時30分から午後5時。 

※郵送の場合、8月15日(金)必着で書類が

完備しているものに限り受け付けます。 

問い合わせ　企画政策室人事秘書係へ 

岡垣町職員（システムエンジニア） 
採用試験 



広報おかがき　平成15年7月25日号 広報おかがき　平成15年7月25日号 1213

葉月のもよおし・おしらせ 葉月のもよおし・おしらせ 
はづき 

核兵器廃絶平和宣言の町事業映画上映会 
　岡垣町は、昭和61年7月に「核兵器廃絶平和のまち宣言」を行いました。みんなで平和
について考え、心から平和を願う機会を持つために、２日間にわたって映画上映会を行
います。 

※８日の上映会では、無料託児所を設置しますので、利用する人は８月１日（金）までにお申し込みください。
対象年齢は６か月から小学校低学年程度までです。 
問い合わせ・託児の申し込み　企画政策室へ　 

こころから平和を願う一日に 

入場 
無料 

上映映画 上映映画 「太陽をなくした日」 
「せんすい艦に恋をしたクジラの話」 
「忍たま乱太郎」 

と　き　８月１日(金) 
　　　　午後2時から3時30分 
ところ　岡垣サンリーアイ 
　　　　ハミングホール 
 

○子ども向け映画上映会 

ドキュメンタリー映画 
「ヒバクシャ」 

と　き　８月８日(金) 
　　　　午後7時から9時 
ところ　岡垣サンリーアイ 
　　　　ハミングホール 

○一般映画上映会 

役 　 場  
教育委員会 

は 282-1211
ひとにいい 

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

お
盆
の
犬
猫
な
ど
の
捕
獲
、
 

 
 
 
 
 
 
 
引
取
業
務
 

岡
垣
国
際
交
流
協
会
  

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
で
 

　
　
　
　
　
　
　
国
際
交
流
 

水
道
課
工
務
係
 

水
道
メ
ー
タ
ー
を
 

　
　
　
　
　
取
り
替
え
ま
す
 

環
境
共
生
課
 

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
！
 

精
霊
流
し
会
場
を
設
け
ま
す
 

環
境
共
生
課
  

忘
れ
ず
に
！
 

し
尿
・
ご
み
収
集
の
盆
休
み
 

 

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

    　
計
量
法
に
基
づ
き
、
業
者
が
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に
伺
い

ま
す
。
町
発
行
の
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

取
り
替
え
期
間
　
8
月
4
日（
月
）

か
ら
10
月
31
日（
金
）
 

取
り
替
え
地
区
　
東
松
原
・
高
塚
・

古
小
路
・
倉
丸
・
正
矢
口
・
高
倉
・

倉
丸
安
川
・
矢
口
・
塚
原
　
 

※
ほ
か
に
も
対
象
と
な
る
家
庭
が

あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
水
道
課
工
務
係
へ
 

      国
保
被
保
険
者
・
老
人
医
療
受
給

者
の
み
な
さ
ん
は
、
入
院
す
る
と

食
事
代
が
一
日
七
百
八
十
円
必
要

で
す
が
、
次
の
場
合
は
減
額
さ
れ

ま
す
。
 

①
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、

入
院
日
数
が
90
日
ま
で
の
入
院
 

↓
　
一
日
六
百
五
十
円
 

②
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、

入
院
日
数
が
過
去
12
か
月
の
間
に

90
日
を
超
え
る
入
院
 

↓
　
一
日
五
百
円
 

③
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
、

所
得
が
0
円
の
人
（
70
歳
以
上
の

人
に
限
る
）
 

↓
　
一
日
三
百
円
 
 
 

　
①
②
③
の
減
額
認
定
を
受
け
る

た
め
に
は
、
住
民
課
で
手
続
き
を

し
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
有

効
期
限
が
7
月
31
日
で
切
れ
ま
す

の
で
、
8
月
29
日
ま
で
に
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規
申

請
・
更
新
に
関
わ
ら
ず
、
適
用
は

申
請
手
続
き
を
し
た
月
の
初
日
か

ら
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
15
年
度

の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
該

当
し
な
い
場
合
は
、
交
付
で
き
ま

せ
ん
。
 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
保
険
証
・

高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
老
人
医
療

証（
各
々
該
当
者
の
み
）
 

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係
 

    　
8
月
14
日
・
15
日
は
、
し
尿
汲

み
取
り
お
よ
び
ご
み
の
収
集
が
盆

休
み
と
な
り
ま
す
。
 

　
し
尿
の
臨
時
汲
み
取
り
を
希
望

す
る
人
は
、
8
月
5
日（
火
）ま
で

に
環
境
共
生
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
 

○
汲
み
取
り
日
　
8
月
7
日（
木
）

か
ら
13
日（
水
）
 

○
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み

の
自
己
搬
入
も
、
同
セ
ン
タ
ー
の

電
気
総
合
点
検
の
た
め
、
8
月
14

日
・
15
日
は
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。
 

※
犬
・
猫
な
ど
の
小
動
物
の
受
け

入
れ
も
行
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
ヘ
 

    　
お
盆
に
川
や
海
な
ど
で
精
霊
流

し
を
す
る
と
、
水
質
の
悪
化
な
ど

環
境
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
町
内
各
小
学
校

の
駐
車
場
に
精
霊
流
し
会
場
を
設

け
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
　
き
　
8
月
15
日（
金
）午
後
5

時
か
ら
10
時
 

と
こ
ろ
　
町
内
各
小
学
校
駐
車
場
 

問
い
合
わ
せ
　
環
境
共
生
課
ヘ
 

   　
戦
争
に
関
す
る
も
の
、
戦
時
下

の
生
活
を
伝
え
る
の
も
な
ど
を

1
5
0
0
点
展
示
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
8
月
12
日（
火
）か
ら
18

日（
月
）午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後

4
時
30
分
 

と
こ
ろ
　
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城

市
）�
０
９
２-

５
８
６-

４
０
０
０
 

入
場
料
　
無
料
 

※
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
譲
り
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
れ

ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
行
政
経
営

企
画
課
�
０
９
２-

６
２
２-

０
８

０
４
へ
 

住
民
課
 

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額
 

 

福
岡
県
行
政
経
営
企
画
課
 

戦
時
資
料
を
展
示
し
ま
す
 

福
岡
県
保
健
福
祉
部
 

介
護
支
援
専
門
員
を
目
指
そ
う
！
 

福
岡
県
労
働
政
策
課
 

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
！
 

福
岡
県
建
築
都
市
部
都
市
計
画
課
  

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
賞
！
 

 

岡
垣
町
商
工
会
 

開
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー
 

福
岡
県
教
育
委
員
会
 

子
育
て
に
悩
ま
な
い
で
！
 

    　
お
盆
の
間
の
犬
・
猫
な
ど
の
捕

獲
、
引
き
取
り
は
、（
財
）福
岡
県

動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
都

合
上
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
 

○
野
犬
な
ど
の
捕
獲
　
8
月
７
日

か
ら
17
日
ま
で
捕
獲
休
止
※
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
。
 

○
犬
、
猫
の
引
き
取
り
　
8
月
12

日
か
ら
17
日
ま
で
引
き
取
り
休
止
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
�
２
０
１-

４

１
８
１
ま
た
は
環
境
共
生
課
へ
 

   　
福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

試
験
日
　
10
月
26
日（
日
）
 

試
験
会
場
　
○
第
一
経
済
大
学（
太

宰
府
市
）○
北
九
州
市
立
大
学（
北

九
州
市
小
倉
南
区
）
 

申
込
書
の
配
布
時
期
　
8
月
4
日

（
月
）か
ら
29
日（
金
）
 

申
込
書
の
配
布
場
所
　
各
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
ほ
か
 

申
込
期
間
　
8
月
4
日（
月
）か
ら

29
日（
金
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
福
祉

部
介
護
保
険
課
�
０
９
２-

６
４
３

-

３
３
２
２
へ
 

  

   　
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
・

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
を
平
成

16
年
3
月
に
卒
業
す
る
人
（
平
成

15
年
3
月
卒
業
の
未
就
職
者
を
含

む
。
）
を
対
象
に
し
た
合
同
会
社

面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
8
月
20
日（
水
）正
午
か

ら
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
　
九
電
記
念
体
育
館
（
福

岡
市
中
央
区
）
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
政
策

課
�
０
９
２-

６
４
３-

３
５
９
２

ま
た
は
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

�
０
９
２-

７
１
４-

１
５
５
６
へ
 

   　
子
育
て
グ
ル
ー
プ
や
父
親
の
グ

ル
ー
プ
活
動
に
対
す
る
支
援
を
通

し
て
、
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
「
子
育
て
グ

ル
ー
プ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、

北
九
州
教
育
事
務
所
に
「
福
岡
県

子
育
て
グ
ル
ー
プ
活
動
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
に
悩
み

を
持
つ
保
護
者
や
グ
ル
ー
プ
・
団

体
な
ど
へ
福
岡
県
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
子
育
て
支
援

を
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
北
九

州
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
�
０

９
４
９-

２
５-

１
２
０
５
へ
 

   　
建
築
物
お
よ
び
ま
ち
な
み
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
優
秀
な
物
に
つ
い
て
は
「
大

賞
」・「
優
秀
賞
」を
表
彰
し
ま
す
。
 

○
住
宅
の
部
＝
戸
建
住
宅
や
集
合

住
宅
が
対
象
○
ま
ち
な
み
景
観
の

部
＝
建
築
物
や
公
共
施
設
と
周
辺

環
境
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ま
ち
な

み
が
対
象
○
一
般
建
築
物
の
部
＝

そ
れ
以
外
の
建
築
物
を
対
象
 

受
付
期
間
　
8
月
1
日（
金
）か
ら

31
日（
日
）当
日
消
印
有
効
 

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
賞
事
務
局
　
�
０
９
２

-

６
４
３-

３
７
１
２
へ
 

 

    　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し

ま
す
。
 

内
　
容
　
あ
ら
か
じ
め
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、
宿
泊
提
供
が
必
要

と
な
る
都
度
、
登
録
家
庭
の
都
合

を
個
別
に
確
認
し
ま
す
。
 

募
集
対
象
　
当
協
会
会
員
で
あ
る

こ
と
。（
随
時
入
会
可
。
年
会
費
、

一
口
千
円
）
 

申
し
込
み
　
地
域
づ
く
り
課
ま
た

は
、
岡
垣
国
際
交
流
協
会
（
〒
８

１
１-

４
２
１
１
岡
垣
町
吉
木
１

０
７
２-

１
中
央
公
民
館
内
）
に
あ

る
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、
協

会
に
郵
送（
８
月
30
日
必
着
）ま
た

は
持
参
。
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
国
際
交
流
協

会
�
２
８
２-

０
５
４
９
へ
 

   　
事
業
経
営
や
開
業
に
必
要
な
知

識
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

と
　
き
　
8
月
24
日
（
日
）
31
日

（
日
）計
２
回
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
5
時
 

と
こ
ろ
　
岡
垣
町
商
工
会
館
 

対
　
象
　
新
規
事
業
を
起
こ
し
た

い
人
や
開
業
し
て
間
も
な
い
人
 

受
講
料
　
無
料
 

定
　
員
　
40
人
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
商
工
会
�

２
８
２-

０
２
９
４
へ
 

職　　種　技術職員(システムエンジニア) 

採用人数　１人程度  

受験資格　昭和38年4月2日から昭和44年

4月1日までに生まれた人で、行政システム

の設計・開発・評価の経験が10年以上ある人。 

※ただし、条件により受験できない場合が

あります。 

試 験 日　8月24日(日)午前10時から 

　　　　　午後3時 

会　　場　岡垣町役場 

試験内容　技術試験・小論文 

申し込み　企画政策室で申込用紙の交付を

受け、必要事項を記入し、写真2枚(縦4�

×横3�)を貼付して提出してください。受

付期間は、7月28日(月)から8月15日(金)ま

での平日午前8時30分から午後5時。 

※郵送の場合、8月15日(金)必着で書類が

完備しているものに限り受け付けます。 

問い合わせ　企画政策室人事秘書係へ 

岡垣町職員（システムエンジニア） 
採用試験 



広報おかがき　平成15年7月25日号 広報おかがき　平成15年7月25日号 1415

募集人数　１人 
応募資格　18歳から45歳までの健康な人 
勤務場所　海老津小学校 
期　　間　9月1日から平成16年7月30日(月14日程度) 
勤務時間　午前8時15分から午後4時45分 
　　　　　(学校行事などで若干の前後があります) 
申し込み・問い合わせ　履歴書を8月6日(水)までに、教育総務課へ提出 

やる気のある人待ってます！ 

募集人数　一般事務（インフォメーション業務ほか）　1人 
応募資格　昭和48年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた人 
　　　　　※要普通自動車免許 
試　　験　面接試験8月10日(日)午前9時30分から 
雇用期間　6か月(更新可) 
申し込み　履歴書を8月7日(木)までにサンリーアイに提出 
問い合わせ　岡垣サンリーアイ管理公社�282-1515へ 

●サンリーアイの臨時職員 
 

●自衛官  
 　防衛庁では、来年4月入隊のフレッシュな陸・海・空自衛官を募集 
します。 

募集種目 応募資格 受付期間 

一般曹候補学生(男・女)  

曹候補士(男・女)  

２等陸海空士(男・女) 

航空学生(男・女)  

18歳以上24歳未満 

18歳以上27歳未満 

18歳以上27歳未満 

高卒(見込)21歳未満 

８月４日～９月10日 

問い合わせ　芦屋募集事務所�223-0981(内線348)または、総務課へ 
 

●学校事務の臨時職員 
 

【平成15年6月30日付退職者】 
　○神屋　守正　（税務課長） 

【課　長】 
　○井上　英治　税務課長・課長昇格（社会
　　教育課課長補佐） 

【係　長】 
　○岩崎　照和　健康福祉課生活福祉係長（税
　　務課収納係長） 
　○石田　　親　税務課収納係長（岡垣サン 
　　リーアイ管理公社係長） 
　○本田 典生　企画政策室企画係長（政策調
　　整係長兼務を解く） 
　○門司　　晋　企画政策室政策調整係長（健
　　康福祉課生活福祉係長） 
　○辻　　芳和　社会教育課社会教育係長・
　　係長昇格（下水道課） 
　○中山　朝雄　企画政策室付芦屋町・水巻 
　　町・岡垣町・遠賀町合併協議会・係長昇
　　格（住民課） 

【係　員】 
　○占部久美子　下水道課（税務課） 
　○占部　智美　議会事務局（企画政策室付） 
　○友良　茂樹　建設課（水道課） 
　○橋田　敏明　水道課（建設課） 
　○下村　智治　税務課（議会事務局） 
　○廣渡　要介　住民課（総務課） 
　○神屋　智行　企画政策室付芦屋町・水巻 
　　町・岡垣町・遠賀町合併協議会（企画政
　　策室） 
　○河原　隆利　総務課（社会教育課） 
　○早川　篤志　地域づくり課（税務課） 
　○水上　明美　税務課（下水道課） 
　○三浦　太郎　社会教育課（地域づくり課） 

7月1日付 人事異動 （　）内は前所属です 

風疹の予防接種の経過措置は 

　昭和54年4月2日から昭和62年10月1日生まれの

人は、風疹の予防接種が未接種である人が多いため、

過去に風疹やＭＭＲを接種していない場合には、無

料で受けることができます。 

　風疹は、ウイルスを吸い込んでうつります。発疹・

発熱、首のリンパ節などの腫れを伴い、脳炎などの

合併症を起こすことがあります。 

　大人になってかかると重症になりやすく、妊婦が

かかると先天性風疹症候群（心奇形、聴力障害など）

と呼ばれる赤ちゃんが生まれる可能性があります。 

　風疹やＭＭＲを接種したことがない人は、指定医

療機関に事前に予約をし、母子健康手帳を持参のうえ、

風疹の予防接種を受けることをお勧めします。 
問い合わせ　こども未来課へ 

　過去に風疹の予防接種を受けたかどうか不明な方、 
また、町外の医療機関で接種を希望する場合は、こ 
ども未来課までお問い合わせください。 

　平成15年9月30日までです！ 
■指定医療機関 

いまづクリニック 

加藤医院 

くわのキッズクリニック 

高陽診療所 

たかはし産婦人科 

田中ひろし小児内科 

ふじた医院 

吉木医院 

�283-0099 
�282-0003 
�281-5515 
�282-0077 
�282-4006 
�283-1640 
�283-3211 
�282-2800 
 ※当日の入院・診療科目などは、それぞ

れの病院にお問い合わせください。 

制度に関する問い合わせ　健康福祉課ま

たは、遠賀中間医師会　�201-3461      

　7月から、遠賀郡・中間市内で病院群

輪番制度に基づいて、緊急入院・手術を

行う病院(深夜、早朝対応病院)が開設し

ています。 

急病で困ったときは 
こちらへ 

平成15年度の 
開設病院名および開設日・開設時間 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

中間市立病院　�245-0981 
中間市 

毎月第2月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

外科 

 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

町立芦屋中央病院　�222-2931 
芦屋町 

毎月第3月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

外科 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

健愛記念病院　�293-7090 
遠賀町 

毎月第1月曜日と第5月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

外科・内科・整形外科 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

岡垣記念病院　�283-3741 
岡垣町 

毎月第4月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

内科 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

田中整形外科病院　�283-2000 
岡垣町 

9月から毎月第2木曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

整形外科 

 

 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

と　　き　9月14日(日) 

と こ ろ　飯塚市体育館 

種　　目　○ラージボールの部○硬式の部　　　　　　　

参加資格　○男性：60歳以上の人(昭和19年4月1日以前生)

　　　　　○女性：50歳以上の人(昭和29年4月1日以前生)

　　　　　※小学生以上が参加できる部門もあります。 

申込配布　健康福祉課・遠賀保健福祉環境事務所 

申し込み・問い合わせ　9月5日(金)までに福岡県卓球協会

�0949-26-1665へ 
 

 

と　　き　9月28日(日) 

と こ ろ　犀川町町民体育館 

種　　目　○トリム・ゴールドの部 

　　　　　○ゴールデン・レディースの部 

参加資格　50歳以上の人(昭和29年4月1日以前生) 

申込配布　健康福祉課・遠賀保健福祉環境事務所 

申し込み・問い合わせ　8月31日(日)までに犀川ソフトバレ

ークラブ�0930-42-3171へ 
 

 

入賞作品はねんりんスポーツ・ 

文化祭会場でも展示します。 

と　　き　10月9日(木)から19日(日) 

と こ ろ　福岡県立美術館(福岡市) 

種　　目　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の6部門 

参加資格　県内在住の60歳以上の人（昭和19年4月1日以前生）

　　　　　※福岡県美術協会会員は除く 

申込配布　健康福祉課・遠賀保健福祉環境事務所 

申し込み・問い合わせ　8月30日(土)までに福岡県美術協会

�092-713-4200へ 

【卓球】 
 

【ソフトバレーボール】 

【福岡県シニア美術展】 

参加しませんか！

ねんりんスポーツ・ 
文化祭地区大会 

 

お盆休み中の急病は… 
診療科目 

内　科・小児科 
9時～17時 

歯　　科 
10時～17時 

※事前に連絡が必要 
 

診 療 日  場　　　　所 

8月14・15日 
 

遠賀・中間休日急病センター 
(水巻町下二西2丁目1-33)�201-9999 
 
松本歯科医院(遠賀町浅木1125)　�293-2145

田中歯科医院(中間市通谷4丁目1番1号)　�244-9063

しもかわ歯科医院(中間市蓮華寺2丁目5番１号)　�245-8817 
 

8月13日 

8月14日 

8月15日 
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募集人数　１人 
応募資格　18歳から45歳までの健康な人 
勤務場所　海老津小学校 
期　　間　9月1日から平成16年7月30日(月14日程度) 
勤務時間　午前8時15分から午後4時45分 
　　　　　(学校行事などで若干の前後があります) 
申し込み・問い合わせ　履歴書を8月6日(水)までに、教育総務課へ提出 

やる気のある人待ってます！ 

募集人数　一般事務（インフォメーション業務ほか）　1人 
応募資格　昭和48年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた人 
　　　　　※要普通自動車免許 
試　　験　面接試験8月10日(日)午前9時30分から 
雇用期間　6か月(更新可) 
申し込み　履歴書を8月7日(木)までにサンリーアイに提出 
問い合わせ　岡垣サンリーアイ管理公社�282-1515へ 

●サンリーアイの臨時職員 
 

●自衛官  
 　防衛庁では、来年4月入隊のフレッシュな陸・海・空自衛官を募集 
します。 

募集種目 応募資格 受付期間 

一般曹候補学生(男・女)  

曹候補士(男・女)  

２等陸海空士(男・女) 

航空学生(男・女)  

18歳以上24歳未満 

18歳以上27歳未満 

18歳以上27歳未満 

高卒(見込)21歳未満 

８月４日～９月10日 

問い合わせ　芦屋募集事務所�223-0981(内線348)または、総務課へ 
 

●学校事務の臨時職員 
 

【平成15年6月30日付退職者】 
　○神屋　守正　（税務課長） 

【課　長】 
　○井上　英治　税務課長・課長昇格（社会
　　教育課課長補佐） 

【係　長】 
　○岩崎　照和　健康福祉課生活福祉係長（税
　　務課収納係長） 
　○石田　　親　税務課収納係長（岡垣サン 
　　リーアイ管理公社係長） 
　○本田 典生　企画政策室企画係長（政策調
　　整係長兼務を解く） 
　○門司　　晋　企画政策室政策調整係長（健
　　康福祉課生活福祉係長） 
　○辻　　芳和　社会教育課社会教育係長・
　　係長昇格（下水道課） 
　○中山　朝雄　企画政策室付芦屋町・水巻 
　　町・岡垣町・遠賀町合併協議会・係長昇
　　格（住民課） 

【係　員】 
　○占部久美子　下水道課（税務課） 
　○占部　智美　議会事務局（企画政策室付） 
　○友良　茂樹　建設課（水道課） 
　○橋田　敏明　水道課（建設課） 
　○下村　智治　税務課（議会事務局） 
　○廣渡　要介　住民課（総務課） 
　○神屋　智行　企画政策室付芦屋町・水巻 
　　町・岡垣町・遠賀町合併協議会（企画政
　　策室） 
　○河原　隆利　総務課（社会教育課） 
　○早川　篤志　地域づくり課（税務課） 
　○水上　明美　税務課（下水道課） 
　○三浦　太郎　社会教育課（地域づくり課） 

7月1日付 人事異動 （　）内は前所属です 

風疹の予防接種の経過措置は 

　昭和54年4月2日から昭和62年10月1日生まれの

人は、風疹の予防接種が未接種である人が多いため、

過去に風疹やＭＭＲを接種していない場合には、無

料で受けることができます。 

　風疹は、ウイルスを吸い込んでうつります。発疹・

発熱、首のリンパ節などの腫れを伴い、脳炎などの

合併症を起こすことがあります。 

　大人になってかかると重症になりやすく、妊婦が

かかると先天性風疹症候群（心奇形、聴力障害など）

と呼ばれる赤ちゃんが生まれる可能性があります。 

　風疹やＭＭＲを接種したことがない人は、指定医

療機関に事前に予約をし、母子健康手帳を持参のうえ、

風疹の予防接種を受けることをお勧めします。 
問い合わせ　こども未来課へ 

　過去に風疹の予防接種を受けたかどうか不明な方、 
また、町外の医療機関で接種を希望する場合は、こ 
ども未来課までお問い合わせください。 

　平成15年9月30日までです！ 
■指定医療機関 

いまづクリニック 

加藤医院 

くわのキッズクリニック 

高陽診療所 

たかはし産婦人科 

田中ひろし小児内科 

ふじた医院 

吉木医院 

�283-0099 
�282-0003 
�281-5515 
�282-0077 
�282-4006 
�283-1640 
�283-3211 
�282-2800 
 ※当日の入院・診療科目などは、それぞ

れの病院にお問い合わせください。 

制度に関する問い合わせ　健康福祉課ま

たは、遠賀中間医師会　�201-3461      

　7月から、遠賀郡・中間市内で病院群

輪番制度に基づいて、緊急入院・手術を

行う病院(深夜、早朝対応病院)が開設し

ています。 

急病で困ったときは 
こちらへ 

平成15年度の 
開設病院名および開設日・開設時間 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

中間市立病院　�245-0981 
中間市 

毎月第2月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

外科 

 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

町立芦屋中央病院　�222-2931 
芦屋町 

毎月第3月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

外科 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

健愛記念病院　�293-7090 
遠賀町 

毎月第1月曜日と第5月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

外科・内科・整形外科 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

岡垣記念病院　�283-3741 
岡垣町 

毎月第4月曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

内科 

病院名 

病院の所在地 

開設日 

開設時間 

診療科目 

 

田中整形外科病院　�283-2000 
岡垣町 

9月から毎月第2木曜日 

午後6時～翌日の午前9時 

整形外科 

 

 

町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

と　　き　9月14日(日) 

と こ ろ　飯塚市体育館 

種　　目　○ラージボールの部○硬式の部　　　　　　　

参加資格　○男性：60歳以上の人(昭和19年4月1日以前生)

　　　　　○女性：50歳以上の人(昭和29年4月1日以前生)

　　　　　※小学生以上が参加できる部門もあります。 

申込配布　健康福祉課・遠賀保健福祉環境事務所 

申し込み・問い合わせ　9月5日(金)までに福岡県卓球協会

�0949-26-1665へ 
 

 

と　　き　9月28日(日) 

と こ ろ　犀川町町民体育館 

種　　目　○トリム・ゴールドの部 

　　　　　○ゴールデン・レディースの部 

参加資格　50歳以上の人(昭和29年4月1日以前生) 

申込配布　健康福祉課・遠賀保健福祉環境事務所 

申し込み・問い合わせ　8月31日(日)までに犀川ソフトバレ

ークラブ�0930-42-3171へ 
 

 

入賞作品はねんりんスポーツ・ 

文化祭会場でも展示します。 

と　　き　10月9日(木)から19日(日) 

と こ ろ　福岡県立美術館(福岡市) 

種　　目　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の6部門 

参加資格　県内在住の60歳以上の人（昭和19年4月1日以前生）

　　　　　※福岡県美術協会会員は除く 

申込配布　健康福祉課・遠賀保健福祉環境事務所 

申し込み・問い合わせ　8月30日(土)までに福岡県美術協会

�092-713-4200へ 

【卓球】 
 

【ソフトバレーボール】 

【福岡県シニア美術展】 

参加しませんか！

ねんりんスポーツ・ 
文化祭地区大会 

 

お盆休み中の急病は… 
診療科目 

内　科・小児科 
9時～17時 

歯　　科 
10時～17時 

※事前に連絡が必要 
 

診 療 日  場　　　　所 

8月14・15日 
 

遠賀・中間休日急病センター 
(水巻町下二西2丁目1-33)�201-9999 
 
松本歯科医院(遠賀町浅木1125)　�293-2145

田中歯科医院(中間市通谷4丁目1番1号)　�244-9063

しもかわ歯科医院(中間市蓮華寺2丁目5番１号)　�245-8817 
 

8月13日 

8月14日 

8月15日 



町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103
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第133回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

～独居老人手作り弁当献立表から～ 

①コーンハンバーグ 
②カルピスかん 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

○木綿豆腐100�(4分の1丁)○豚ミ
ンチ180�○コーン(冷凍)50�○Ａ
＝卵2分の1個・スキムミルク大2・
小麦粉大1.5・塩小5分の1○油小2○
Ｂ＝出し汁大3・さとう小1・しょう
ゆ大1・ショウガ汁小2分の1・かた
くり粉小2分の1○キャベツ120�○
ミニトマト4個 

《②の材料4人分》 

エネルギー211　 たんぱく質12.4� 脂
肪13.5　　カルシウム69　　 塩分1.0 

１　豆腐、水気を切り、絞る 
２　コーンはさっとゆでる 
３　豚ミンチ・豆腐・コーン・Ａを
　よく混ぜて1人2個の小判型にまと
　める。 
４　油を熱して3を焼く 
５　Ｂを火にかけ、とろりとさせて、
　ハンバーグにかける。 
〈付け合わせ〉 
ゆでキャベツ・ミニトマト 

《②の作り方》 
１　みかんは2つか3つに切る。 
２　寒天は、水と一緒に火にかけ、
　煮溶かし、さとうを入れて10分煮
　詰める。 
　　荒熱をとり、カルピス・レモン
　汁を混ぜ、みかんを入れ、流し缶
　に入れて冷やし、固める。 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

○粉寒天1本○水2カップ○さとう20
�○カルピス2分の1カップ○レモン汁（全
体で2個分）少々○みかん缶100

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

一人分の栄養価 

コーンハンバーグ 

エネルギー67　 たんぱく質1.5� 脂肪
1.0　　カルシウム12　　 塩分0.1 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

カルピスかん 

1617

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

   

　
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
病
名
の
印

象
、
誤
解
・
偏
見
が
当
事
者
、
家
族
を

苦
し
め
、
治
療
で
も
病
名
が
告
知
さ
れ

に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
正
し
く
病
気
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
な

病
名
の
変
更
が
切
実
に
訴
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

　
こ
の
病
気
は
、
治
療
薬
の
開
発
な
ど

治
療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進

歩
に
よ
り
、「
回
復
可
能
な
病
気
」で
す
。

再
発
し
や
す
い
の
で
す
が
、
薬
な
ど
の

治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
、
社
会
的
な
支
援
が

あ
れ
ば
、
再
発
を
予
防
し
な
が
ら
地
域

で
普
通
の
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
実
際
に
業
務
で
接
す

る
人
で
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
人
も

多
い
で
す
。
町
の
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
に

参
加
し
た
り
、
町
の
仕
事
の
委
託
を
受

け
て
働
い
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
病
名
が

そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

　
当
事
者
、
家
族
、
専
門
家
、
一
般
市

民
、
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
も
と
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
病
気
は
、
脳（
神
経
）の
は
た
ら

き
が
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

心(

脳)

の
統
合
機
能
が
疲
労
し
て
不
調

を
き
た
し
た
状
態
で
す
。
直
接
の
原
因

が
な
い
の
に
考
え
や
気
持
ち
が
ま
と
ま

り
に
く
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
本
人
が

困
難
や
苦
痛
を
感
じ
た
り
、
回
復
の
た

め
に
治
療
や
援
助
を
必
要
と
し
た
り
す

る
状
態
で
す
。
日
本
で
一
生
の
間
に
こ

う
し
た
状
態
に
な
る
率
は
、
約
１
０
０

人
に
１
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
失
調
症
」

と
は
様
々
な
原
因
で
発
症
し
、
多
様
な

症
状
が
あ
り
、
状
況
が
よ
く
な
れ
ば
回

復
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
と
ま
り
き
れ
な
い
心
の
内
容
が
現

実
と
は
異
な
っ
た
形
を
取
り
、
幻
覚
や

妄
想
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
脳
内

の
情
報
伝
達
物
質
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ

た
た
め
で
、
そ
の
多
く
は
薬
が
効
き
ま

す
。
治
療
や
社
会
復
帰
を
目
指
し
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
進
歩
し
て
い
ま

す
。
当
事
者
自
身
も
病
気
を
正
し
く
理

解
で
き
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け

ら
れ
れ
ば
、
そ
の
後
の
経
過
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
精
神
傷
害
へ
の
誤
解
や
偏
見
、
差
別

の
問
題
は
病
名
の
変
更
だ
け
で
解
消
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
統
合
失

調
症
を
回
復
可
能
な
病
気
と
し
て
、
ま

た
、
回
復
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、

地
域
全
体
で
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
よ
り
理
解
を
深
め
る
に
は
、

当
事
者
の
地
域
で
生
活
し
て
い
る
姿
に
、

身
近
に
接
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
姿
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

た
め
に
も
地
域
で
の
支
援
が
一
層
必
要

で
あ
り
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

参
　
考
　
日
本
精
神
神
経
学
会 

　
　
　
　h

ttp
://w

w
w
.jsp
n
.o
r.jp
/

精
神
障
害
者
へ
の
正
し
い 

　
　
理
解
と
偏
見
解
消
に
向
け
て 

　
昨
年
８
月
か
ら
精
神
分
裂
病
が
「
統
合
失
調
症
（
と
う
ご
う
し
っ
ち
ょ

う
し
ょ
う
）」と
い
う
病
名
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
名
称
変
更
の
背
景
に
は
、
精
神
分
裂
病
と
い
う
病
名
を
聞
く
と
、
ま

る
で
人
格
が
分
裂
し
、
不
治
の
病
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
誤
解

と
偏
見
、
差
別
を
生
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
病
気
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

岡垣 

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
６
月
受
付
分
ま
で
） 

 
▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
右
田
　
千
寿
　
様（
野
間
三
区
） 

故
　
右
田
　
利
弘
　
様
　
73
歳 

○
山
本
キ
ミ
子
　
様（
南
高
陽
区
） 

故
　
山
本
喜
太
郎
　
様
　
86
歳 

○
永
石
　
義
正
　
様（
新
海
老
津
区
） 

故
　
永
石
フ
ジ
ヲ
　
様
　
83
歳 

○
前
田
　
清
博
　
様（
旭
東
区
） 

故
　
前
田
　
昴
之
　
様
　
11
歳 

○
貞
松
ハ
ル
子
　
様（
西
高
陽
区
） 

故
　
貞
松
　
寅
夫
　
様
　
77
歳 

○
井
上
由
美
子
　
様（
野
間
三
区
） 

故
　
井
上
　
博
樹
　
様
　
52
歳 

○
山
田
シ
ゲ
ノ
　
様（
高
倉
区
） 

故
　
山
田
　
　
眞
　
様
　
86
歳 

○
林
　
　
秀
美
　
様（
戸
切
区
） 

故
　
林
　
ハ
ル
ヱ
　
様
　
93
歳 

○
植
園
大
佳
詞
　
様（
高
尾
区
） 

故
　
植
園
　
　
靜
　
様
　
88
歳 

○
山
中
　
良
雄
　
様（
遠
賀
町
） 

故
　
山
中
ハ
ズ
エ
　
様
　
85
歳 

○
西
田
　
悦
子
　
様（
野
間
二
区
） 

故
　
西
田
　
健
一
　
様
　
68
歳 

○
作
田
　
順
子
　
様（
南
高
陽
区
） 

故
　
作
田
　
末
利
　
様
　
79
歳 

○
上
原
　
　
誠
　
様（
戸
切
白
谷
区
） 

故
　
上
原
ミ
ツ
ル
　
様
　
88
歳 

○
貝
島
　
節
子
　
様（
東
松
原
区
） 

故
　
貝
島
　
保
武
　
様
　
88
歳 

○
西
澤
　
正
博
　
様（
東
山
田
区
） 

故
　
西
澤
シ
ズ
子
　
様
　
85
歳 

 
▽ 
老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○
右
田
　
千
寿
　
様 

○
山
本
キ
ミ
子
　
様 

○
山
田
シ
ゲ
ノ
　
様 

○
作
田
　
順
子
　
様 

  

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

病
名
変
更
は
誤
解
と
偏
見
の
解 

消
に
む
け
て
の
第
一
歩 

統
合
失
調
症
と
い
う
名
称
は･･･ 

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係 

　
　
　
　
　
　
　
保
健
師
　
林
久
美
子 

役場の職員やＮＴＴ、消防署などの公的機関の名をかたり、
制服などの紛らわしい服装をして、商品などを売りつけ
る商法。 
 
 
○おかしいと思ったら身分証明書などの提示を求め、身
　分と用件の確認を 
○すぐ契約したりその場でお金を払わない 
○必要なものかどうか冷静になって考える 
○クーリング・オフができるか必ず確認する 
 

　6月中旬に、町内の高齢者の女性宅に役場の職員を名乗る30歳代後半の男性が訪れ、女
性の保険証を、書き換えのために預かりますと言って持ち帰る事件が発生しました。女性は、
数日経っても保険証が戻らないので役場住民課に問い合わせたところ、事件が発覚したも
のです。 
　詐欺や悪質商法にはいろいろな手口があります。例えば、送り付け商法・資格商法・キ
ャッチセールス・かたり商法などがあり、今回の事件は、かたり商法に類似しています。 

契約(申し込み)しても、契約書などを受領した日から起算
して一定期間内(訪問販売の場合は8日間)であれば、消耗品
などの一部の例外を除き、書面によって無条件で契約など
の解除ができます。物品を購入して、「おかしいな」と思っ
たときは、早めに警察や消費生活センターにご相談ください。 

岡垣町内で詐欺による保険証の盗難事件発生！ 

かたり商法 

大切な財産を守るために 

クーリング・オフ 

問い合わせ　折尾警察署および折尾防犯協会連合会(�691-0110)または岡垣町防犯協会(地域づくり課)へ 
 

� 092-632-0999

困った時はすぐ相談 

� 092-622-0705 
 

・警察への相談は ・福岡県消費生活センターへの相談は 



町 民 武 道 館  
いこいの里・社会福祉協議会 
岡 垣　　　　　　 
シルバー人材センター 
いこいの里在宅介護支援センター 

282-6111 
283-2940 
282-1515 
282-4688 
283-0033

中 央 公 民 館  
東 部 公 民 館  
西 部 公 民 館  
岡垣在宅介護支援センター 
岡垣東部在宅支援センター 

282-0162 
282-0035 
282-7476 
282-5167 
282-5103

      

と
　
き
　
８
月
９
日（
土
）午
後
７
時 

と
こ
ろ
　
小
ホ
ー
ル（
全
席
自
由
） 

※
要
会
員
券（
当
日
券
二
千
五
百
円
） 

  

と
　
き
　（
1
ク
ラ
ス
）第
２
・
４

火
曜
日
午
後
６
時
か
ら
８
時
（
3

ク
ラ
ス)

第
２
・
４
金
曜
日
午
後

７
時
か
ら
９
時 

と
こ
ろ
　
創
作
室 

入
会
金
　
二
千
七
百
五
十
円
（
別

途
教
材
費
） 

受
講
料
　
九
千
円（
３
か
月) 

維
持
費
　
六
百
円（
３
か
月) 

※
見
学
も
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。 

    

と
　
き
　
８
月
19
日（
火
）午
前
10

時
か
ら
正
午 

と
こ
ろ
　
２
０
５
会
議
室 

定
　
員
　
15
人 

対
　
象
　
小
学
１
年
生
か
ら
３
年
生 

作
る
も
の 

「
う
ち
ゅ
う
人
の
つ
み

か
さ
ね
ゲ
ー
ム
」 

参
加
費 

　
無
料 

申
し
込
み
　
８
月
17
日（
日
）ま
で

に
図
書
館
�
２
８
２-

５
５
６
６
へ 

 

 

　
６
月
２
日
か
ら
６
日
に
行
っ
た

図
書
館
の
蔵
書
点
検
の
結
果
、
２

６
３
冊
の
本
が
不
明
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
図
書

館
の
本
は
町
民
の
み
な
さ
ん
の
財

産
で
す
。
図
書
館
受
付
で
貸
出
処

理
を
し
て
正
し
く
借
り
ま
し
ょ
う
。 

 

○
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
1
ク

ラ
ス
・
3
ク
ラ
ス
）受
講
生
募
集 

○
夏
休
み
工
作
教
室 

簡
単
に
で
き
る
工
作
を
し
ま
す
。 

○
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
「
須
川
展
也
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」 

○
不
明
の
本
２
６
３
冊 

広報おかがき　平成15年7月25日号 広報おかがき　平成15年7月25日号 

第133回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

～独居老人手作り弁当献立表から～ 

①コーンハンバーグ 
②カルピスかん 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

○木綿豆腐100�(4分の1丁)○豚ミ
ンチ180�○コーン(冷凍)50�○Ａ
＝卵2分の1個・スキムミルク大2・
小麦粉大1.5・塩小5分の1○油小2○
Ｂ＝出し汁大3・さとう小1・しょう
ゆ大1・ショウガ汁小2分の1・かた
くり粉小2分の1○キャベツ120�○
ミニトマト4個 

《②の材料4人分》 

エネルギー211　 たんぱく質12.4� 脂
肪13.5　　カルシウム69　　 塩分1.0 

１　豆腐、水気を切り、絞る 
２　コーンはさっとゆでる 
３　豚ミンチ・豆腐・コーン・Ａを
　よく混ぜて1人2個の小判型にまと
　める。 
４　油を熱して3を焼く 
５　Ｂを火にかけ、とろりとさせて、
　ハンバーグにかける。 
〈付け合わせ〉 
ゆでキャベツ・ミニトマト 

《②の作り方》 
１　みかんは2つか3つに切る。 
２　寒天は、水と一緒に火にかけ、
　煮溶かし、さとうを入れて10分煮
　詰める。 
　　荒熱をとり、カルピス・レモン
　汁を混ぜ、みかんを入れ、流し缶
　に入れて冷やし、固める。 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

○粉寒天1本○水2カップ○さとう20
�○カルピス2分の1カップ○レモン汁（全
体で2個分）少々○みかん缶100

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

一人分の栄養価 

コーンハンバーグ 

エネルギー67　 たんぱく質1.5� 脂肪
1.0　　カルシウム12　　 塩分0.1 

カロ 
リー 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

グラ 
ム 

ミ 
　リ 

カルピスかん 

1617

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

   

　
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
病
名
の
印

象
、
誤
解
・
偏
見
が
当
事
者
、
家
族
を

苦
し
め
、
治
療
で
も
病
名
が
告
知
さ
れ

に
く
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
正
し
く
病
気
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
な

病
名
の
変
更
が
切
実
に
訴
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

　
こ
の
病
気
は
、
治
療
薬
の
開
発
な
ど

治
療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進

歩
に
よ
り
、「
回
復
可
能
な
病
気
」で
す
。

再
発
し
や
す
い
の
で
す
が
、
薬
な
ど
の

治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
、
社
会
的
な
支
援
が

あ
れ
ば
、
再
発
を
予
防
し
な
が
ら
地
域

で
普
通
の
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
実
際
に
業
務
で
接
す

る
人
で
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
人
も

多
い
で
す
。
町
の
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
に

参
加
し
た
り
、
町
の
仕
事
の
委
託
を
受

け
て
働
い
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
病
名
が

そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

　
当
事
者
、
家
族
、
専
門
家
、
一
般
市

民
、
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
も
と
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
病
気
は
、
脳（
神
経
）の
は
た
ら

き
が
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

心(

脳)

の
統
合
機
能
が
疲
労
し
て
不
調

を
き
た
し
た
状
態
で
す
。
直
接
の
原
因

が
な
い
の
に
考
え
や
気
持
ち
が
ま
と
ま

り
に
く
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
本
人
が

困
難
や
苦
痛
を
感
じ
た
り
、
回
復
の
た

め
に
治
療
や
援
助
を
必
要
と
し
た
り
す

る
状
態
で
す
。
日
本
で
一
生
の
間
に
こ

う
し
た
状
態
に
な
る
率
は
、
約
１
０
０

人
に
１
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
失
調
症
」

と
は
様
々
な
原
因
で
発
症
し
、
多
様
な

症
状
が
あ
り
、
状
況
が
よ
く
な
れ
ば
回

復
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
と
ま
り
き
れ
な
い
心
の
内
容
が
現

実
と
は
異
な
っ
た
形
を
取
り
、
幻
覚
や

妄
想
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
脳
内

の
情
報
伝
達
物
質
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ

た
た
め
で
、
そ
の
多
く
は
薬
が
効
き
ま

す
。
治
療
や
社
会
復
帰
を
目
指
し
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
進
歩
し
て
い
ま

す
。
当
事
者
自
身
も
病
気
を
正
し
く
理

解
で
き
、
早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け

ら
れ
れ
ば
、
そ
の
後
の
経
過
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
精
神
傷
害
へ
の
誤
解
や
偏
見
、
差
別

の
問
題
は
病
名
の
変
更
だ
け
で
解
消
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
統
合
失

調
症
を
回
復
可
能
な
病
気
と
し
て
、
ま

た
、
回
復
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、

地
域
全
体
で
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
よ
り
理
解
を
深
め
る
に
は
、

当
事
者
の
地
域
で
生
活
し
て
い
る
姿
に
、

身
近
に
接
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
姿
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

た
め
に
も
地
域
で
の
支
援
が
一
層
必
要

で
あ
り
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

参
　
考
　
日
本
精
神
神
経
学
会 

　
　
　
　h

ttp
://w

w
w
.jsp
n
.o
r.jp
/

精
神
障
害
者
へ
の
正
し
い 

　
　
理
解
と
偏
見
解
消
に
向
け
て 

　
昨
年
８
月
か
ら
精
神
分
裂
病
が
「
統
合
失
調
症
（
と
う
ご
う
し
っ
ち
ょ

う
し
ょ
う
）」と
い
う
病
名
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
名
称
変
更
の
背
景
に
は
、
精
神
分
裂
病
と
い
う
病
名
を
聞
く
と
、
ま

る
で
人
格
が
分
裂
し
、
不
治
の
病
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
誤
解

と
偏
見
、
差
別
を
生
ん
で
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
病
気
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。 

岡
垣
 

問
い
合
わ
せ
 

岡垣 

 
 

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
６
月
受
付
分
ま
で
） 

 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
右
田
　
千
寿
　
様（
野
間
三
区
） 

故
　
右
田
　
利
弘
　
様
　
73
歳 

○
山
本
キ
ミ
子
　
様（
南
高
陽
区
） 

故
　
山
本
喜
太
郎
　
様
　
86
歳 

○
永
石
　
義
正
　
様（
新
海
老
津
区
） 

故
　
永
石
フ
ジ
ヲ
　
様
　
83
歳 

○
前
田
　
清
博
　
様（
旭
東
区
） 

故
　
前
田
　
昴
之
　
様
　
11
歳 

○
貞
松
ハ
ル
子
　
様（
西
高
陽
区
） 

故
　
貞
松
　
寅
夫
　
様
　
77
歳 

○
井
上
由
美
子
　
様（
野
間
三
区
） 

故
　
井
上
　
博
樹
　
様
　
52
歳 

○
山
田
シ
ゲ
ノ
　
様（
高
倉
区
） 

故
　
山
田
　
　
眞
　
様
　
86
歳 

○
林
　
　
秀
美
　
様（
戸
切
区
） 

故
　
林
　
ハ
ル
ヱ
　
様
　
93
歳 

○
植
園
大
佳
詞
　
様（
高
尾
区
） 

故
　
植
園
　
　
靜
　
様
　
88
歳 

○
山
中
　
良
雄
　
様（
遠
賀
町
） 

故
　
山
中
ハ
ズ
エ
　
様
　
85
歳 

○
西
田
　
悦
子
　
様（
野
間
二
区
） 

故
　
西
田
　
健
一
　
様
　
68
歳 

○
作
田
　
順
子
　
様（
南
高
陽
区
） 

故
　
作
田
　
末
利
　
様
　
79
歳 

○
上
原
　
　
誠
　
様（
戸
切
白
谷
区
） 

故
　
上
原
ミ
ツ
ル
　
様
　
88
歳 

○
貝
島
　
節
子
　
様（
東
松
原
区
） 

故
　
貝
島
　
保
武
　
様
　
88
歳 

○
西
澤
　
正
博
　
様（
東
山
田
区
） 

故
　
西
澤
シ
ズ
子
　
様
　
85
歳 

 

▽ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ 

○
右
田
　
千
寿
　
様 

○
山
本
キ
ミ
子
　
様 

○
山
田
シ
ゲ
ノ
　
様 

○
作
田
　
順
子
　
様 

  

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

病
名
変
更
は
誤
解
と
偏
見
の
解 

消
に
む
け
て
の
第
一
歩 

統
合
失
調
症
と
い
う
名
称
は･･･ 

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係 

　
　
　
　
　
　
　
保
健
師
　
林
久
美
子 

役場の職員やＮＴＴ、消防署などの公的機関の名をかたり、
制服などの紛らわしい服装をして、商品などを売りつけ
る商法。 
 
 
○おかしいと思ったら身分証明書などの提示を求め、身
　分と用件の確認を 
○すぐ契約したりその場でお金を払わない 
○必要なものかどうか冷静になって考える 
○クーリング・オフができるか必ず確認する 
 

　6月中旬に、町内の高齢者の女性宅に役場の職員を名乗る30歳代後半の男性が訪れ、女
性の保険証を、書き換えのために預かりますと言って持ち帰る事件が発生しました。女性は、
数日経っても保険証が戻らないので役場住民課に問い合わせたところ、事件が発覚したも
のです。 
　詐欺や悪質商法にはいろいろな手口があります。例えば、送り付け商法・資格商法・キ
ャッチセールス・かたり商法などがあり、今回の事件は、かたり商法に類似しています。 

契約(申し込み)しても、契約書などを受領した日から起算
して一定期間内(訪問販売の場合は8日間)であれば、消耗品
などの一部の例外を除き、書面によって無条件で契約など
の解除ができます。物品を購入して、「おかしいな」と思っ
たときは、早めに警察や消費生活センターにご相談ください。 

岡垣町内で詐欺による保険証の盗難事件発生！ 

かたり商法 

大切な財産を守るために 

クーリング・オフ 

問い合わせ　折尾警察署および折尾防犯協会連合会(�691-0110)または岡垣町防犯協会(地域づくり課)へ 
 

� 092-632-0999

困った時はすぐ相談 

� 092-622-0705 
 

・警察への相談は ・福岡県消費生活センターへの相談は 
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８月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、元松原、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

吉
木
、
波
津
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（日） 

４ 
（月） 

８月の行事予定 ８月の行事予定 
１ 
（金） 

２ 
（土） 

５ 
（火） 

６ 
（水） 

７ 
（木） 

８ 
（金） 

９ 
（土） 

10 
（日） 

11 
（月） 

12 
（火） 

13 
（水） 

14 
（木） 

15 
（金） 

16 
（土） 

17 
（日） 

18 
（月） 

19 
（火） 

20 
（水） 

21 
（木） 

22 
（金） 

23 
（土） 

24 
（日） 

25 
（月） 

26 
（火） 

27 
（水） 

28 
（木） 

29 
（金） 

31 
（日） 

30 
（土） 

◎
平
和
事
業
映
画
上
映
会（
子
ど
も
向
け
）「
太
陽
を
な
く
し
た
日
」ほ
か
 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
30
　
入
場
料
＝
無
料
 

◎
第
13
回
岡
垣
町
花
火
大
会（
波
津
漁
港
内
）納
涼
イ
ベ
ン
ト
18 
‥ 
30
　
花
火
大
会
20 
‥ 
00
　
※
荒
天
の
場
合
は
3
日
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
魚
つ
か
み
と
り
大
会（
波
津
海
水
浴
場
）13 
‥ 
00
※
整
理
券
正
午
か
ら
休
憩
所
で
配
布
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
遠
賀
郡
民
大
会「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
陸
上
競
技
・
卓
球
・
弓
道
ほ
か
」（
郡
内
）9
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
〜
８
日
、剣
道
連
盟
･
暑
稽
古（
町
民
武
道
館
）6
‥ 
30
〜
8
‥ 
30
 

◎
柔
道
連
盟
･
町
内
学
年
別
大
会（
町
民
武
道
館
）18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
須
川
展
也
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
教
室
演
歌
み
ち
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
剣
道
連
盟
･
昇
級
審
査
会
お
よ
び
中
学
生
試
合（
町
民
武
道
館
）8
‥ 
30
〜
12 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）17 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
能
方
裕
子
・
中
村
沙
絵
子（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）」 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
平
和
事
業
映
画
上
映
会（
大
人
向
け
）「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
〜
 

21 
‥ 
00
　
入
場
料
＝
無
料
　
無
料
託
児
あ
り
、申
し
込
み
は
１
日
ま
で
に
企
画
政
策
室
へ
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
中
島
佐
保
・
板
橋
真
理（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
声
楽
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
3
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
民
謡（
岡
垣
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
っ
！
ワ
ン
ワ
ン
と
あ
そ
ぼ
う
シ
ョ
ー
①
11 
‥ 
00
②
14 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
16
回
お
ん
が
自
動
車
学
校
杯「
１
日
目
」 

（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会「
水
泳
」（
福
岡
県
立
総
合
プ
ー
ル
）9
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

◎
登
山
連
盟
･
登
山
連
盟
夏
季
計
画
会
議（
東
部
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

  ◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
か
ら
14 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
藤
野
良
典（
佐
賀
県
神
崎
町
竹
原
浄
円
寺
25
代
住
職
）」18 
‥ 
45
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
秋
季
大
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
抽
選
会（
町
民
武
道
館
）
19 
‥ 
30
〜
21 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
春
日
流（
春
日
壽
岬
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
16
回
お
ん
が
自
動
車
学
校
杯「
２
日
目
」（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
大
正
琴（
森
ん
子
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 ◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
で
作
ろ
う
！
小
麦
粉
粘
土
」（
い
こ
い
の
里
） 

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
琴
衛
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
･
夏
季
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）14 
‥ 
00
〜
22 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
岡
垣
９
‥ 
10
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
秋
季
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………８月分 

○保育料…………………８月分 

○町営住宅家賃…………８月分 

○国民健康保険税………３期分（9月1日） 

○町県民税………………２期分（9月1日） 

 

○心配ごと相談…… 

　８日（金）「いこいの里」 

　22日（金）「東部公民館」 

　29日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　８日（金）22日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　８日（金）・22日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
８月上旬  
……『楽陶会作陶展』  
８月下旬  
……『愛陶会作陶展』 

税
金
で
　
日
本
の
灯
り
　
と
も
し
ま
し
ょ
う
　
　
近
藤
　
　
遼
 

 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

8
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 



広報おかがき　平成15年7月25日号 広報おかがき　平成15年7月25日号 1819

８月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の2日前までに環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

木 

水 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください。 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます。 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください。 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回大型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、元松原、西黒山、高倉、上高倉 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津、百合ヶ丘 その時、診察してもらえる当番医を教 
えてくれます。 （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

吉
木
、
波
津
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四
、
旭
台 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
 

山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、
茅
原
、
新
海
老
津 

3 
（日） 

４ 
（月） 

８月の行事予定 ８月の行事予定 
１ 
（金） 

２ 
（土） 

５ 
（火） 

６ 
（水） 

７ 
（木） 

８ 
（金） 

９ 
（土） 

10 
（日） 

11 
（月） 

12 
（火） 

13 
（水） 

14 
（木） 

15 
（金） 

16 
（土） 

17 
（日） 

18 
（月） 

19 
（火） 

20 
（水） 

21 
（木） 

22 
（金） 

23 
（土） 

24 
（日） 

25 
（月） 

26 
（火） 

27 
（水） 

28 
（木） 

29 
（金） 

31 
（日） 

30 
（土） 

◎
平
和
事
業
映
画
上
映
会（
子
ど
も
向
け
）「
太
陽
を
な
く
し
た
日
」ほ
か
 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
00
〜
15 
‥ 
30
　
入
場
料
＝
無
料
 

◎
第
13
回
岡
垣
町
花
火
大
会（
波
津
漁
港
内
）納
涼
イ
ベ
ン
ト
18 
‥ 
30
　
花
火
大
会
20 
‥ 
00
　
※
荒
天
の
場
合
は
3
日
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
冨
久
美
新
舞
踊（
冨
久
美
あ
や
子
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
魚
つ
か
み
と
り
大
会（
波
津
海
水
浴
場
）13 
‥ 
00
※
整
理
券
正
午
か
ら
休
憩
所
で
配
布
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
遠
賀
郡
民
大
会「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
陸
上
競
技
・
卓
球
・
弓
道
ほ
か
」（
郡
内
）9
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

◎
〜
８
日
、剣
道
連
盟
･
暑
稽
古（
町
民
武
道
館
）6
‥ 
30
〜
8
‥ 
30
 

◎
柔
道
連
盟
･
町
内
学
年
別
大
会（
町
民
武
道
館
）18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

◎
４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

◎
７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト「
須
川
展
也
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」19 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
歌
謡
教
室
演
歌
み
ち
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
剣
道
連
盟
･
昇
級
審
査
会
お
よ
び
中
学
生
試
合（
町
民
武
道
館
）8
‥ 
30
〜
12 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）17 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
能
方
裕
子
・
中
村
沙
絵
子（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）」 

（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
平
和
事
業
映
画
上
映
会（
大
人
向
け
）「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）19 
‥ 
00
〜
 

21 
‥ 
00
　
入
場
料
＝
無
料
　
無
料
託
児
あ
り
、申
し
込
み
は
１
日
ま
で
に
企
画
政
策
室
へ
 

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
中
島
佐
保
・
板
橋
真
理（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
声
楽
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

◎
自
由
広
場（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
子
育
て
相
談（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

◎
3
歳
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
民
謡（
岡
垣
ジ
ョ
イ
フ
ル
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
っ
！
ワ
ン
ワ
ン
と
あ
そ
ぼ
う
シ
ョ
ー
①
11 
‥ 
00
②
14 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
16
回
お
ん
が
自
動
車
学
校
杯「
１
日
目
」 

（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会「
水
泳
」（
福
岡
県
立
総
合
プ
ー
ル
）9
‥ 
00
〜
14 
‥ 
00
 

◎
登
山
連
盟
･
登
山
連
盟
夏
季
計
画
会
議（
東
部
公
民
館
）9
‥ 
00
〜
15 
‥ 
00
 

  ◎
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談「
予
約
制（
企
画
政
策
室
）」（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
か
ら
14 
‥ 
00
 

◎
健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会「
藤
野
良
典（
佐
賀
県
神
崎
町
竹
原
浄
円
寺
25
代
住
職
）」18 
‥ 
45
 

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
秋
季
大
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
抽
選
会（
町
民
武
道
館
）
19 
‥ 
30
〜
21 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
春
日
流（
春
日
壽
岬
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
16
回
お
ん
が
自
動
車
学
校
杯「
２
日
目
」（
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
7
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
大
正
琴（
森
ん
子
の
会
）」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談「
予
約
制
」（
い
こ
い
の
里
）9
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

 ◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
で
作
ろ
う
！
小
麦
粉
粘
土
」（
い
こ
い
の
里
） 

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
琴
衛
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
･
夏
季
大
会（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）14 
‥ 
00
〜
22 
‥ 
00
 

◎
お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

◎
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
岡
垣
９
‥ 
10
 

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢
日
本
舞
踊
若
峰
流（
若
峰
寿
洋
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
秋
季
大
会「
１
日
目
」（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）8
‥ 
00
〜
17 
‥ 
00
 

○国民年金保険料………８月分 

○保育料…………………８月分 

○町営住宅家賃…………８月分 

○国民健康保険税………３期分（9月1日） 

○町県民税………………２期分（9月1日） 

 

○心配ごと相談…… 

　８日（金）「いこいの里」 

　22日（金）「東部公民館」 

　29日（金）「いこいの里」13：30～16：00 

○法律相談…… 

　８日（金）22日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です。 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談…… 

　８日（金）・22日（金）「いこいの里」 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
８月上旬  
……『楽陶会作陶展』  
８月下旬  
……『愛陶会作陶展』 

税
金
で
　
日
本
の
灯
り
　
と
も
し
ま
し
ょ
う
　
　
近
藤
　
　
遼
 

 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
応
募
作
品
よ
り
 

8
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
 

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）9
‥ 
00
〜
9
‥ 
20
受
付
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新 岡 垣 風 土 記  

第
2
話

六
・
三
制
と
中
学
校
建
設
 

編
集
 

後
記
 

　ジメジメした天気が続いていますが、みなさんどうお過ご
しでしょうか。このジメジメ感を味わったら、もうすぐ夏や
な～なんて考えてしまいます。 
　去年まで学生だった私。今年から夏休みがないと思うと、
少し寂しく感じます。（社会人としての自覚が足りないと反省）
その分広報活動に精をだして、今までにない、思い出に残る
スパイシーな夏にしていきたいと思います。 
　8月になると花火大会や魚つかみ大会などのイベントが開
催されます。広報担当はそういったイベントのときこそ、集
中して取材に挑まなくてはなりません。がんばります！広報
作成、取材、休みの日は遊び、そして思い出づくり、今年の夏
は忙しくなりそうです。　　　　　　　　　　　　 　(竹森) 
 

　最近のスポーツニュースでは国内のことより、メジャーリ
ーグでのイチロー選手や松井選手の活躍が大きく取り上げ
られています。その中で私が好きなメジャーリーガーは、野
茂英雄選手です。彼が、一度目にノーヒットノーランを記録
したその瞬間に見せた小さなガッツポーズ。その控えめにア
ピールする姿に私は「かっこいい」と感じました。 
　彼はいつでも重圧に負けることなく自らの仕事をこなし
ます。その行動力と図太さ、大胆さにはいつも驚かされます。
今年メジャー通算１００勝を達成しました。これからも、私
の中の英雄であってほしいと思います。 
　「なれるとかなれないとか、考えていたって一歩も前には
進めません。やるかやらないか、それしかないのですから。」
野茂選手の手記にある言葉です。　　　　　　　　　　（村上） 

戦
後
の
村
政
よ
り
 

ひ 
動 

と き 
の 

（６月末） 

人口……31,192人（－9） 

世帯数…11,158世帯（＋10） 

まちの広さ……………48.51km2

　　　そのうち133人は外国人 

女性…………　　16,433人（－７） 

男性…………　　14,759人（－２） 

 

 

出生…15人　　    死亡…24人 

転入…85人　　    転出…85人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　６月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

5月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

5月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 80件 
搬送人員　 77件 

出火件数　１件 
り災件数　０世帯 

救

急
 

火

災
 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち46世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

10 23 7371

0 0 00

1 1 96

15 22 8288

　
わ
が
国
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
基
づ
き

軍
国
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
た
教
育
を
大

き
く
改
め
昭
和
22
年（
1
9
4
7
年
）に
教

育
基
本
法
を
制
定
し
た
。
義
務
教
育
は
小

中
学
校
9
年
間
と
し
男
女
共
学
制
と
な
っ

た
。
 

　
当
時
、
国
内
は
復
員
軍
人
や
戦
災
者
引

揚
者
な
ど
が
あ
ふ
れ
家
も
職
も
食
べ
る
物

も
な
い
有
様
で「
り
ん
ご
の
歌
」が
敗
戦
の

す
さ
ん
だ
心
に
明
る
さ
を
呼
び
起
こ
し
て

い
た
。
そ
ん
な
中
で
戦
後
2
年
目
の
新
学

期
を
控
え
全
国
一
斉
に
六
三
制
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
 

　
岡
垣
中
学
校
誕
生
と
は
い
え
教
室
も
イ

ス
も
机
も
な
く
す
べ
て
小
学
校
の
借
物
で

岡
垣
で
は
吉
木
、
山
田
、
内
浦
の
各
小
学

校
に
分
校
を
置
き
最
初
四
百
五
十
一
名
の

生
徒
で
開
校
し
た
。
 

　
岡
垣
村
で
は
、
学
校
建
築
に
村
の
積
立

金
、
村
有
林
を
処
分
し
千
三
百
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
不
足
の
五
百
万
円
は
寄
付

金
を
募
り
用
地
買
収
、
整
地
事
業
校
舎
建

築
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
 

　
校
舎
は
、
野
間
の
現
在
地
に
長
崎
か
ら

旧
海
軍
の
兵
舎
を
運
ん
で
建
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。
 

　
整
地
事
業
は
、
部
落
の
動
員
に
よ
る
奉

仕
作
業
で
進
め
ら
れ
た
。
藪
を
払
い
赤
土

を
削
り
も
っ
こ
で
運
ぶ
作
業
が
連
日
の
よ

う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
 

　
生
徒
も
、
冬
の
源
十
郎
川
に
素
足
で
入

り
石
を
運
び
上
げ
ま
た
冷
た
い
風
の
な
か

校
舎
に
瓦
を
上
げ
る
な
ど
懸
命
に
頑
張
っ

た
。
そ
の
事
は
今
も
語
り
ぐ
さ
に
な
っ
て

い
る
。
 

　
こ
う
し
て
、
延
べ
一
万
人
の
村
民
と
牛

馬
三
百
六
十
台
、
途
中
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
が
投
入
さ
れ
て
校
地
事
業
は
行
わ
れ
た
。
 

　
木
造
校
舎
竣
工
は
、
23
年
2
月
で
翌
年
、

増
築
が
な
さ
れ
分
校
は
吉
木
だ
け
に
な
っ

た
。
 

　
木
造
の
頃
、
村
は
教
室
の
ガ
ラ
ス
を
入

れ
る
の
に
ト
ラ
ッ
ク
3
台
分
の
芋
を
出
し

て
も
ら
っ
た
り
米
を
博
多
に
持
っ
て
い
っ

て
セ
メ
ン
ト
や
釘
を
手
に
入
れ
た
と
い
う

苦
労
話
も
残
っ
て
い
る
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
24
年
校
舎
建
築
を
め
ぐ
る

不
正
が
発
覚
し
、
青
年
同
志
会
主
催
の
村

民
大
会
で
、
リ
コ
ー
ル
が
決
定
さ
れ
、
村

長
、
村
議
数
名
が
辞
職
し
た
。
 

　
当
時
、
全
国
三
千
近
く
の
町
村
で
首
長

の
辞
任
劇
が
あ
り
「
教
室
と
供
出
は
村
長

の
命
取
り
」と
言
わ
れ
た
。
 

　
25
年
9
月
、
分

校
を
解
消
し
て
講

堂
、
玄
関
、
特
別

教
室
を
備
え
た
モ

ル
タ
ル
式
校
舎
と

運
動
場
二
千
坪
総

工
費
二
千
四
百
万

円
の
本
格
的
校
舎

建
築
が
始
め
ら
れ

た
。
 

　
そ
の
月
の
内

に
、
村
報
特
別
号

「
待
望
の
岡
中
校

舎
建
築
開
始
！
」

の
見
出
し
で
計
画
の
概
要
と
寄
付
促
進
の

お
願
い
を
し
街
頭
録
音
の
コ
ラ
ム
に
、
生

徒「
う
れ
し
い
早
く
建
て
て
く
だ
さ
い
」父

兄
「
あ
り
が
た
い
、
う
ち
の
子
も
本
校
で

勉
強
出
来
ま
す
ね
」
村
民
「
前
回
の
轍
を

ふ
む
な
」
「
校
舎
の
建
築
と
共
に
教
育
の

振
興
を
」な
ど
、
声
を
載
せ
て
い
る
。
 

　
村
の
建
設
後
援
会
で
総
額
三
百
七
十
一

万
四
千
五
百
十
円
の
寄
付
金
が
各
村
ご
と

に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
至
急
納
入

の
お
願
い
や
完
納
部
落
名
が
村
報
に
掲
載

さ
れ
た
。
 

　
モ
ル
タ
ル
校
舎
竣
工
は
、
26
年
5
月
で

「
講
堂
が
で
き
た
と
き
役
場
で
餅
を
二
俵

つ
き
生
徒
た
ち
に
舞
台
か
ら
餅
ま
き
を
し

た
。」と
二
代
目
の
岡
中
同
窓
会
長
で
あ
っ

た
刀
根
重
弘
さ
ん
は
当
時
の
こ
と
を
話
さ

れ
た
。
 

　
27
年
10
月
、
一
周
二
百
五
十
�
の
ト
ラ

ッ
ク
を
持
つ
運
動
場
が
完
工
し
11
月
8
日
、

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
5
年
の
歳
月

を
掛
け
た
岡
垣
中
学
校
建
設
工
事
の
落
成

祝
い
と
村
民
運
動
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ

ス
タ
ン
ド
は
湧
い
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
っ
き
　
た
く
じ
 

 

　
人
と
自
然
の
共
生
を
将
来
像
と
す
る
岡
垣
町
環
境
ビ
ジ

ョ
ン
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
海
や
川
を
体
験
す

る
教
室
を
開
き
ま
し
た
。 

　
海
老
津
小
の
６
年
生
は
、
三
里
松
原
の
歴
史
や
役
割
を

学
ん
だ
後
、
吉
木
浜
の
ご
み
を
拾
い
、
海
老
津
小
と
吉
木

小
の
４
年
生
が
、
矢
矧
川
や
乳
垂
川
に
生
息
す
る
生
物
の

観
察
を
通
し
て
、
水
質
や
環
境
を
調
べ
る
学
習
を
し
ま
し
た
。

環
境
省
・
国
土
交
通
省
に
よ
る
水
質
分
類
で
は
、
ど
ち
ら

の
川
も
少
し
き
た
な
い
水
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
・
ス
ジ
エ
ビ
・
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
が
比
較
的

多
く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
吉
木
小
の
松
田
あ
や

な
さ
ん
は
、｢

乳
垂
川
に
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
生
き
物
が

い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。｣

と
感
想
文
に
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
普
段
は
黒
板
と
に
ら
め
っ
こ
で
勉
強
し
て
い
る
生
徒
た
ち
。

自
然
を
肌
で
感
じ
、
楽
し
く
、
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。 

アメンボみ
～
っけ！！

アメンボみ
～
っけ！！

自

然

体

験

学

習 


